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公
益
財
団
法
人
大
幸
財
団
の
四
十
年
の
歩
み

加　

藤　

延　

夫
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一　

序

二　

大
幸
財
団
の
成
立

　

（
一
）
愛
知
学
芸
大
学
（
後
に
愛
知
教
育
大
学
）
の
誕
生
と
い
わ
ゆ
る
学
大
問
題
の
発
生

　

（
二
） 
愛
知
学
芸
大
学
名
古
屋
施
設
整
備
後
援
会
に
よ
る
同
大
学
名
古
屋
分
校
敷
地
の
取
得
と
施
設
整
備
（
名
古
屋
分
校
の

大
幸
地
区
へ
の
移
転
）

　

（
三
）
愛
知
教
育
大
学
の
刈
谷
地
区
へ
の
統
合
移
転
後
の
同
大
学
名
古
屋
分
校
敷
地
の
動
向

　

（
四
）
大
幸
財
団
の
成
立

三　

大
幸
財
団
の
奨
学
金
、
研
究
助
成
金
等
給
付
事
業
の
実
績

四　

各
事
業
の
推
移

　

（
一
）
育
英
奨
学
事
業

　

（
二
）
学
芸
奨
励
事
業

　

（
三
）
丹
羽
奨
励
事
業

　

（
四
）
留
学
育
英
奨
学
事
業

　

（
五
）
留
学
学
芸
奨
励
事
業

　

（
六
）
自
然
科
学
系
学
術
研
究
助
成
事
業

　

（
七
）
人
文
・
社
会
科
学
系
学
術
研
究
助
成
事
業

　

（
八
）
学
会
等
開
催
助
成
事
業

　

（
九
）
地
域
の
学
術
文
化
振
興
助
成
事
業
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（
十
）
外
国
人
来
日
研
究
助
成
事
業

　

（
十
一
）
海
外
学
術
交
流
研
究
助
成
事
業

　

（
十
二
）
研
究
機
関
の
国
際
交
流
特
別
助
成
事
業

　

（
十
三
）
そ
の
他
の
国
際
交
流
助
成
事
業

　

（
十
四
）
教
育
実
践
助
成
事
業

　

（
十
五
）
全
助
成
事
業
の
総
計

五　

大
幸
財
団
の
助
成
事
業
以
外
の
事
業

　

（
一
）
講
演
会

　

（
二
）
そ
の
他
の
事
業

六　

名
古
屋
大
学
大
幸
キ
ャ
ン
パ
ス
と
大
幸
財
団
事
務
所
（
大
幸
会
館
）
用
地

七　

大
幸
財
団
の
資
産
の
推
移

八　

大
幸
財
団
の
歴
代
理
事
長

九　

結
び
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一　

序

　

大
幸
財
団
は
、
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
九
月
に
発
足
し
、
翌
年
の
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
度
か
ら
愛
知
県
内
の
大
学

生
、
大
学
院
生
に
対
す
る
奨
学
金
助
成
事
業
を
開
始
し
た
。
従
っ
て
、
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
度
は
、
助
成
事
業
開
始
後
四
十
年
の

節
目
の
年
に
当
た
る
。

　

筆
者
は
、平
成
二
十
七（
二
〇
一
五
）年
六
月
十
三
日
に
大
幸
財
団
第
五
代
理
事
長
に
就
任
し
た
。理
事
長
に
就
任
す
る
前
に
は
、理
事
、

監
事
、
評
議
員
と
し
て
合
計
二
十
三
年
以
上
に
渡
り
大
幸
財
団
に
関
わ
り
を
持
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
幸
財
団
の
成
立
の
経
緯
に
つ

い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
る
と
こ
ろ
が
無
か
っ
た
。
そ
の
事
に
愕
然
と
す
る
と
共
に
、
大
幸
財
団
理
事
長
の
職
責
を
果
た
す
た
め
に
は
、
そ

の
成
立
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
、
公
開
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
た
。
大
幸
財
団
理
事
長
の
就
任
後
最
も
頻
繁
に
受
け
た

質
問
は
、
大
幸
財
団
の
成
立
の
経
緯
と
そ
の
助
成
事
業
の
原
資
の
出
所
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

筆
者
の
大
幸
財
団
成
立
の
経
緯
を
探
る
た
め
の
仕
事
は
、
大
幸
財
団
の
歴
代
理
事
長
の
大
幸
財
団
の
歴
史
や
事
業
内
容
等
を
説
明
し

た
あ
い
さ
つ
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
の
点
検
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
調
べ
た
限
り
、
丹
羽
兵
助
初
代
理
事
長
〔
理
事
長
在
任
期
間
昭

和
五
十
五（
一
九
八
〇
）年
九
月
三
日
か
ら
平
成
二（
一
九
九
〇
）年
十
一
月
二
日
ま
で
〕と
芦
田
淳
第
二
代
理
事
長［
平
成
二（
一
九
九
〇
）

年
十
二
月
八
日
か
ら
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
］
の
あ
い
さ
つ
文
等
に
は
、
大
幸
財
団
の
助
成
事
業
を
含
む
公
益

事
業
全
般
に
つ
い
て
の
説
明
は
あ
る
が
、
大
幸
財
団
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
そ
れ
が
初
め
て
記
録
さ
れ
た
の
は
平
成

十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
九
月
一
日
に
発
行
さ
れ
た
『
大
幸
財
団
設
立
二
十
周
年
記
念
誌

）
1
（

』
中
の
永
澤
満
第
三
代
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
文

「
設
立
二
十
周
年
を
迎
え
て
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
大
幸
財
団
は
、
昭
和
五
十
五
年
九
月
に
愛
知
学
芸
大
学
名
古
屋
施
設
整
備
後
援
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会
か
ら
土
地
そ
の
他
の
財
産
を
継
承
し
て
、そ
れ
ら
を
基
本
財
産
と
し
て
、愛
知
県
教
育
委
員
会
の
認
可
の
下
に
設
立
さ
れ
た
」と
あ
る
。

ま
た
同
年
九
月
二
十
四
日
に
発
行
さ
れ
た
『
二
〇
〇
〇
年
度
奨
学
金
・
研
究
助
成
金
贈
呈
式
及
び
設
立
二
十
周
年
記
念
講
演
会

）
2
（

』
の
同

理
事
長
の
あ
い
さ
つ
文
の
中
に
「
大
幸
財
団
は
昭
和
五
十
五
年
九
月
に
、
愛
知
学
芸
大
学
の
名
古
屋
施
設
整
備
後
援
会
か
ら
土
地
そ
の

他
の
財
産
を
継
承
し
、そ
れ
ら
を
基
本
財
産
と
し
て
愛
知
県
教
育
委
員
会
の
認
可
の
も
と
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
載
か
ら
大
幸
財
団
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
の
学
制
改
革
に
よ
り
、
戦
前
か
ら
存
在
し
た
教
員
養
成
学
校
で
あ
る
師

範
学
校
の
統
合
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
愛
知
学
芸
大
学
の
名
古
屋
施
設
整
備
後
援
会
を
前
身
と
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

そ
の
後
の
永
澤
理
事
長
の
例
え
ば
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
の
第
十
四
回
大
幸
セ
ミ
ナ
ー
『
岩
井
宏
實
、
昭
和
・
平
成
世
相
史

）
3
（

』

の
理
事
長
あ
い
さ
つ
の
中
に
は
「
大
幸
財
団
は
、
設
立
し
て
二
十
七
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
あ
る
公
的
資
金
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ

の
利
息
を
利
用
し
ま
し
て
、
愛
知
県
下
に
限
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
大
学
の
教
育
研
究
の
振
興
の
た
め
に
事
業
を
す
る
と
い
う
目
的
で
設

立
さ
れ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
二
〇
〇
〇
年
の
大
幸
財
団
設
立
二
十
周
年
記
念
の
と
き
の
理
事
長
あ
い
さ
つ
か
ら
説
明
が
後
退

し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
「
あ
る
公
的
資
金
」
が
塩
沢
君
夫
第
四
代
理
事
長
の
大
幸
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
あ
い
さ
つ
文
に
は
、

例
え
ば
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
で
は
「
大
幸
財
団
は
今
か
ら
二
十
八
年
前
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
あ
る
公
的
な
基

金
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
利
子
で
運
営
す
る
財
団
で
ご
ざ
い
ま
す

）
4
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
「
あ
る
公
的
基
金
の
利
子
で
運
営
」

の
文
言
は
、
同
理
事
長
の
七
年
間
の
任
期
中
に
実
施
さ
れ
た
す
べ
て
の
大
幸
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
あ
い
さ
つ
文
で
共
通
し
て
い

）
11

）―（

5
（

た
。

　

筆
者
が
大
幸
財
団
理
事
長
に
就
任
し
た
段
階
で
は
、
大
幸
財
団
が
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
の
学
制
改
革
の
結
果
設
立
さ
れ
た
愛
知

学
芸
大
学
の
名
古
屋
施
設
整
備
後
援
会
の
遺
産
を
継
承
し
、
そ
の
利
金
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ

の
段
階
で
は
後
援
会
な
る
も
の
の
実
体
と
行
っ
た
事
業
、
そ
の
遺
産
を
継
承
す
る
に
至
っ
た
経
緯
等
に
つ
い
て
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
前
史
を
含
む
愛
知
教
育
大
学
の
歴
史
に
関
す
る
資

）
17

）―（

12
（

料
を
調
査
し
、
大
幸
財
団
成
立
の
経
緯
の
全
貌
を
理
解
す
る
こ
と
が
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で
き
た
。
そ
こ
で
、
大
幸
財
団
成
立
の
経
緯
と
、
設
立
さ
れ
た
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
度
か
ら
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年

度
ま
で
の
三
十
五
年
間
に
実
施
さ
れ
た
公
益
事
業
の
実
績
を
ま
と
め
て
『
大
幸
財
団
三
十
五
年
史

）
18
（

』
を
作
成
し
た
。

　

大
幸
財
団
は
現
在
、育
英
奨
学
（
大
学
生
に
対
す
る
育
英
奨
学
金
の
給
付
）、学
芸
奨
励
（
大
学
院
生
に
対
す
る
学
芸
奨
励
金
の
給
付
）、

丹
羽
奨
励
（
美
術
・
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
・
体
育
等
に
優
れ
た
大
学
生
、
高
等
専
門
学
校
や
高
等
学
校
の
学
生
・
生
徒
に
対
す
る
丹
羽
奨

励
金
の
給
付
）、
留
学
育
英
奨
学
（
学
部
留
学
生
に
対
す
る
留
学
育
英
奨
学
金
の
給
付
）、
留
学
学
芸
奨
励
（
大
学
院
留
学
生
に
対
す
る

留
学
学
芸
奨
励
金
の
給
付
）、
自
然
科
学
系
学
術
研
究
助
成
、
人
文
・
社
会
科
学
系
学
術
研
究
助
成
、
学
会
等
開
催
助
成
、
地
域
の
学

術
文
化
振
興
助
成
、
外
国
人
来
日
研
究
助
成
、
海
外
学
術
交
流
助
成
、
研
究
機
関
の
国
際
交
流
特
別
助
成
、
そ
の
他
の
国
際
交
流
助
成

の
十
三
種
目
の
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
以
前
、
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
に
は
東
海
北
陸
義
務
教
育
学
校
長
会
議
に
助

成
を
行
っ
た
り
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
度
か
ら
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
度
ま
で
十
二
年
間
に
わ
た
り
「
主
体
的
な
判
断
、
行

動
、
問
題
解
決
能
力
、
ま
た
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
」
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
愛
知
県
内
の
小
学
校
に
対
す
る
助
成
（
教
育
実
践

助
成
）
を
実
施
し
て
き
た
。
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
度
に
議
論
が
起
こ
り
翌
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度
か
ら
は
、
こ
の
助

成
は
行
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
大
幸
財
団
の
他
の
助
成
事
業
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
大
学
、
大
学
院
等
の
高
等
教
育
機
関
に
関
わ
る

も
の
で
あ
り
、
大
幸
財
団
の
役
員
、
各
助
成
金
の
選
考
委
員
の
す
べ
て
が
高
等
教
育
機
関
の
教
授
か
役
職
者
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
経

験
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
実
態
か
ら
み
て
、
小
学
校
教
育
（
義
務
教
育
）
に
つ
い
て
の
経
験
と
見
識
を
持
っ
て
い
な
い
大
幸
財
団
が

こ
の
領
域
に
関
わ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。

　

大
幸
財
団
成
立
後
四
十
年
間
の
個
々
の
助
成
事
業
の
実
績
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
が
、
育
英
奨
学
、
学
芸
奨
励
、
丹
羽
奨
励
、
留

学
育
英
奨
学
、
留
学
学
芸
奨
励
の
五
事
業
の
助
成
件
数
合
計
は
二
八
三
九
件
、
金
額
は
九
億
一
〇
〇
八
万
円
、
自
然
科
学
系
及
び
人
文
・

社
会
科
学
系
学
術
研
究
助
成
は
三
一
七
件
、
九
億
六
九
一
三
万
円
、
学
会
等
開
催
、
地
域
の
学
術
文
化
振
興
、
外
国
人
来
日
研
究
、
海



25

外
学
術
交
流
研
究
、
研
究
機
関
の
国
際
交
流
、
そ
の
他
の
国
際
交
流
の
六
事
業
は
三
四
四
〇
件
、
六
億
九
九
七
四
万
円
で
あ
り
、
平
成

二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
度
以
降
中
止
さ
れ
た
教
育
実
践
助
成
は
六
九
件
、
三
四
三
〇
万
円
で
あ
っ
た
。
四
十
年
間
の
全
助
成
事
業
の
給

付
件
数
の
総
計
は
六
六
六
五
件
、
給
付
金
の
総
計
は
二
六
億
一
三
二
五
万
円
と
な
る
。

　

筆
者
の
知
る
限
り
、
設
立
か
ら
今
日
ま
で
の
四
十
年
間
に
大
幸
財
団
の
成
立
の
経
緯
を
中
心
と
す
る
歴
史
と
公
益
事
業
の
全
貌
に
つ

い
て
公
的
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
た
経
験
が
な
い
。
そ
こ
で
今
回
、
大
幸
財
団
成
立
四
十
周
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り
、
大
幸
財
団
の
成

立
の
経
緯
を
簡
潔
に
要
約
す
る
と
共
に
、
三
十
五
年
以
降
の
五
年
間
の
事
業
実
績
を
含
め
た
設
立
後
四
十
年
間
の
活
動
の
実
績
を
中
心

と
し
て
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
。
公
益
財
団
法
人
大
幸
財
団
に
関
す
る
社
会
全
般
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
資
料
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

二　

大
幸
財
団
の
成
立

（
一
）
愛
知
学
芸
大
学
（
後
に
愛
知
教
育
大
学
）
の
誕
生
と
い
わ
ゆ
る
学
大
問
題
の
発
生

）
（（
（

　

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
十
五
日
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
た
後
、
わ
が
国
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
占
領
下
で
数
々
の
改
革
が

実
施
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
教
育
制
度
の
改
革
は
最
も
顕
著
な
変
革
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
教
育
改
革
の
一
環
と
し
て
、
教
員
養
成
学
校

の
師
範
学
校
は
廃
止
さ
れ
て
、
教
育
系
大
学
と
な
っ
た
。
愛
知
県
下
に
は
、
小
学
校
教
員
養
成
校
で
あ
っ
た
愛
知
第
一
師
範
学
校
が
名

古
屋
に
、
愛
知
第
二
師
範
学
校
が
岡
崎
に
あ
り
、
戦
時
中
に
あ
っ
た
青
年
学
校
の
教
員
養
成
校
で
あ
っ
た
愛
知
青
年
師
範
学
校
が
安
城

に
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
五
月
こ
れ
ら
三
師
範
学
校
が
統
合
さ
れ
て
愛
知
学
芸
大
学
（
後
に
愛
知
教
育
大
学
）
と
な
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り
、
第
一
師
範
学
校
は
名
古
屋
分
校
、
第
二
師
範
学
校
は
戦
災
に
よ
り
女
子
部
と
附
属
小
学
校
以
外
の
大
部
分
は
豊
川
の
旧
海
軍
豊
川

工
廠
跡
地
に
移
転
し
て
い
た
た
め
、
一
時
豊
川
分
校
と
呼
ば
れ
た
が
、
翌
年
の
昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
四
月
岡
崎
へ
移
転
し
た

の
で
岡
崎
分
校
と
な
っ
た
。
青
年
師
範
学
校
は
安
城
分
校
と
な
っ
た
が
、
後
に
そ
の
敷
地
が
名
古
屋
大
学
農
学
部
に
編
入
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
岡
崎
分
校
に
吸
収
さ
れ
た
。

　

わ
が
国
で
は
昭
和
の
初
め
頃
か
ら
、
同
一
道
府
県
内
に
複
数
の
師
範
学
校
が
あ
っ
た
所
で
は
学
閥
抗
争
が
起
き
、
特
に
校
長
人
事
を

代
表
と
す
る
教
員
人
事
が
抗
争
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
愛
知
県
で
も
第
一
師
範
学
校
と
第
二
師
範
学
校
の
間
に
戦
前
か
ら
激
し
い
抗

争
が
あ
っ
た
。
愛
知
学
芸
大
学
発
足
時
か
ら
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
三
月
ま
で
の
十
二
年
間
は
、
四
年
の
就
学
期
間
を
前
期
課

程
二
年
、
後
期
課
程
二
年
に
分
け
る
制
度
下
に
あ
っ
た
。
こ
の
後
期
課
程
と
大
学
本
部
を
名
古
屋
分
校
と
岡
崎
分
校
の
い
ず
れ
に
置
く

か
に
つ
い
て
、
大
学
発
足
以
来
両
分
校
の
間
に
激
し
い
綱
引
き
が
あ
り
、
両
分
校
の
同
窓
会
や
尾
張
部
と
三
河
部
の
官
政
界
を
巻
き
込

む
対
立
に
ま
で
発
展
し
た
。

　

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
五
月
に
愛
知
学
芸
大
学
が
設
立
さ
れ
た
と
き
名
古
屋
分
校
の
施
設
の
大
学
部
分
と
附
属
学
校
は
、
旧

愛
知
第
一
師
範
学
校
女
子
部
と
そ
の
附
属
学
校
が
戦
災
に
よ
り
全
焼
し
た
た
め
に
、
名
古
屋
市
内
と
市
外
各
地
に
分
散
し
て
い
た
。
昭

和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
九
月
十
九
日
に
「
愛
知
学
芸
大
学
の
後
期
課
程
は
岡
崎
市
に
置
く
。
本
部
は
当
分
の
間
名
古
屋
市
に
置
く

が
、
移
転
の
必
要
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
貴
学
の
事
務
上
の
都
合
に
て
適
当
に
処
理
す
る
こ
と
」
と
の
趣
旨
の
文
部
事
務
次
官
通
達
が

出
さ
れ
た
。
つ
い
で
、
昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
五
月
二
十
三
日
に
「
愛
知
学
芸
大
学
本
部
を
本
年
七
月
と
九
月
の
間
に
岡
崎
市

に
移
す
こ
と
、
本
部
分
室
を
名
古
屋
分
校
に
設
け
る
こ
と
」
と
す
る
学
長
裁
定
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
学
長
裁
定
に
対
し
て
、
名
古
屋
分

校
の
教
官
と
学
生
は
激
し
く
反
発
し
、
五
月
二
十
五
日
に
教
授
会
と
大
学
運
営
に
か
か
わ
る
会
議
に
は
代
表
を
出
席
さ
せ
な
い
こ
と
を

決
議
す
る
と
共
に
、
種
々
の
反
対
運
動
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
功
を
奏
さ
ず
、
学
長
裁
定
が
覆
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
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て
、
反
対
運
動
そ
の
も
の
が
次
第
に
鎮
静
化
の
方
向
に
向
か
っ
た
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
「
大
学
本
部
と
後
期
課
程
を
名
古
屋
分
校
に

置
く
こ
と
」
と
す
る
主
張
を
実
現
す
る
た
め
に
は
名
古
屋
分
校
の
施
設
の
現
状
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
名
古
屋
分
校
関
係
者
自
身

が
自
覚
し
始
め
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
し
て
、
新
た
な
校
地
と
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
中
わ
が
国
の
代
表
的
軍
需
工
場
の
一
つ
で
あ
っ
た

広
大
な
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
名
古
屋
発
動
機
製
作
所
大
幸
工
場
の
跡
地
に
残
る
本
館
と
別
館
と
そ
の
周
辺
の
工
場
跡
地
に
白
羽
の
矢

を
立
て
た
。
そ
し
て
、
学
長
に
対
し
て
そ
の
実
現
を
要
望
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
学
長
裁
定
に
対
す
る
激
し
い
反
対
運
動
が
こ
の
要
望

の
実
現
の
障
害
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
結
局
は
五
月
二
十
五
日
の
反
対
の
決
議
の
撤
回
を
条
件
に
名
古
屋
分
校
側
の
要
望
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
八
月
八
日
の
大
学
教
授
会
に
名
古
屋
分
校
の
四
名
の
教
授
全
員
が
出
席
し
、
以
後
は
名
古
屋
分
校
教
官
一
同
は

学
長
統
率
の
下
に
大
学
の
運
営
へ
参
加
し
、
本
学
の
完
成
に
努
力
す
る
旨
約
束
し
、
事
態
は
学
長
裁
定
の
実
現
の
方
向
に
向
か
う
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
三
月
末
に
大
学
本
部
が
岡
崎
市
に
移
転
し
、
名
古
屋
分
校
に
は
本
部
分
室
が
置

か
れ
た
が
、
そ
の
分
室
も
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
三
月
に
廃
止
さ
れ
た
。

（
二
）�

愛
知
学
芸
大
学
名
古
屋
施
設
整
備
後
援
会
に
よ
る
同
大
学
名
古
屋
分
校
敷
地
の
取
得
と
施
設
整
備
（
名
古
屋
分
校
の
大
幸
地

区
へ
の
移
転

）
（（
（

）

　

昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
七
月
に
名
古
屋
分
校
敷
地
の
取
得
を
目
指
す
組
織
と
し
て
、
愛
知
学
芸
大
学
建
設
後
援
会
が
結
成
さ

れ
た
。
同
年
十
二
月
に
こ
の
会
は
愛
知
学
芸
大
学
名
古
屋
施
設
整
備
後
援
会
（
以
下
、
後
援
会
と
略
記
）
に
改
組
さ
れ
、
衆
議
院
議
員
、

愛
知
県
議
会
議
員
、
名
古
屋
市
議
会
議
員
、
尾
張
五
市
八
郡
議
会
議
員
、
同
市
町
村
P
T
A
連
絡
協
議
会
、
小
中
学
校
長
会
、
愛
知

学
芸
大
学
名
古
屋
分
校
教
官
等
の
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
実
際
に
活
動
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
丹
羽
兵
助
第
三
代
会
長
（
当
時
、
愛

知
県
議
会
議
員
、
後
に
衆
議
院
議
員
）
の
就
任
後
で
あ
っ
た
。
後
援
会
が
名
古
屋
分
校
敷
地
と
し
て
取
得
を
目
指
し
た
の
は
、
前
述
の
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三
菱
重
工
業
株
式
会
社
名
古
屋
発
動
機
製
作
所
大
幸
工
場
の
跡
地
の
一
部

で
あ
っ
た
。

　

三
菱
重
工
業
株
式
会
社
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
開
始
以
前
か
ら
名
古
屋

市
港
区
大
江
町
に
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
を
建
設
し
、
海
軍
航
空
機
の
指

定
会
社
と
な
り
、軍
用
航
空
機
を
製
造
し
て
い
た
。昭
和
十
二（
一
九
三
七
）

年
七
月
に
日
中
戦
争
が
起
り
、
軍
用
機
の
需
要
が
増
し
て
量
産
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
の
工
場
を
機
体
製
造
部
門
と

し
、
発
動
機
製
造
部
門
と
し
て
名
古
屋
発
動
機
製
作
所
大
幸
工
場
を
建
設

し
た
。
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
に
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
、

軍
用
機
の
需
要
が
更
に
増
大
し
た
。
大
幸
工
場
は
拡
張
さ
れ
、
昭
和
十
九

（
一
九
四
四
）
年
四
月
当
時
は
大
幸
工
場
の
敷
地
面
積
は
約
九
六
万
平
方

メ
ー
ト
ル
（
名
古
屋
ド
ー
ム
の
お
よ
そ
二
十
三
個
分
）
の
広
さ
と
な
っ
た
。

（
図
1
）。
そ
こ
に
延
べ
面
積
約
三
六
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
が
建
ち
、

最
盛
期
に
は
発
動
機
の
月
産
は
一
五
〇
〇
機
分
に
及
ん
だ
。
こ
れ
は
、
全

国
の
工
場
で
製
造
さ
れ
る
軍
用
機
発
動
機
全
体
の
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に

相
当
し
た
と
言
う
。

　

軍
用
機
生
産
の
一
大
拠
点
で
あ
っ
た
大
幸
工
場
は
、
名
古
屋
へ
の
最
初

の
本
格
的
空
襲
の
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
二
月
十
三
日
以
後
ア
メ

図 1　三菱重工業株式会社名古屋発動機製作所大幸工場の敷地（赤線で囲った区域）
「ちょっと名大史 156　名古屋大学と空襲②―大幸キャンパス」（名大トピックス No. 263、2015 年 4 月）44 頁を改変。『大

幸財団三十五年史』（公益財団法人大幸財団、2019 年 9 月）4 頁より。
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リ
カ
空
軍
の
標
的
と
な
り
、
合
計
七
回
の
空
襲
を
受
け
、
ほ
ぼ
完
全
に
壊
滅
し
た
。
し
か
し
、
工
場
跡
地
の
西
部
地
域
（
現
在
の
大
幸

南
一
、二
丁
目
、前
浪
町
な
ど
）
に
あ
っ
た
本
館
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、一
部
四
階
建
て
、延
一
万
二
二
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）

と
別
館
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、
延
べ
三
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
、
部
分
的
に
爆
撃
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
も
の
の
完

全
な
破
壊
は
免
れ
た
。
大
幸
工
場
は
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
の
財
閥
解
体
政
策
に
よ
り
三
菱
清
算
事
務
所
（
後
に
菱
重
株
式
会
社
）
の
管

理
下
に
置
か
れ
、
工
場
跡
地
は
焼
け
跡
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
。

　

後
援
会
が
名
古
屋
分
校
（
附
属
学
校
を
含
む
）
の
新
し
い
敷
地
と
し
て
取
得
を
目
指
し
た
の
は
、
本
館
、
別
館
と
そ
の
周
辺
の
合
計

二
四
万
七
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
面
積
は
、
大
幸
工
場
全
体
の
約
1
／
4
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
昭

和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
十
二
月
三
十
日
後
援
会
と
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
と
の
間
で
こ
れ
ら
の
土
地
・
建
物
の
売
買
契
約
が
締
結

さ
れ
た
。
譲
渡
価
額
は
土
地
二
二
五
〇
万
円
、
建
物
四
〇
〇
〇
万
円
、
合
計
六
二
五
〇
万
円
で
、
契
約
時
に
二
〇
〇
〇
万
円
、
翌
年
六

月
に
二
〇
〇
〇
万
円
、
十
二
月
に
二
二
五
〇
万
円
を
支
払
う
契
約
で
あ
っ
た
。
購
入
資
金
と
し
て
、
愛
知
県
が
三
〇
〇
〇
万
円
、
名
古

屋
市
が
一
〇
〇
〇
万
円
、
尾
張
部
後
援
会
が
一
〇
〇
〇
万
円
を
負
担
し
、
不
足
分
と
土
地
取
得
後
の
施
設
整
備
に
は
旧
第
一
師
範
学
校

の
既
有
資
産
で
あ
る
土
地
・
建
物
の
処
分
に
よ
り
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
五
月
四
日
、
旧
第
一

師
範
学
校
の
校
舎
と
敷
地
の
う
ち
国
が
買
収
し
た
一
部
を
除
き
愛
知
県
へ
返
還
し
、
つ
い
で
愛
知
県
は
名
古
屋
市
へ
無
償
譲
渡
し
、
名

古
屋
市
は
そ
の
代
償
と
し
て
六
〇
〇
〇
万
円
を
後
援
会
へ
寄
附
し
た
。
後
援
会
は
昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
九
月
、
未
払
金
の
支

払
に
充
て
る
た
め
取
得
し
た
土
地
の
う
ち
三
万
一
六
八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
愛
知
県
に
、
四
八
八
七
平
方
メ
ー
ト
ル
を
名
古
屋
市
に
売

却
し
た
の
で
、
取
得
面
積
は
、
一
六
万
七
七
三
二
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル
に
減
じ
た
。
こ
の
敷
地
面
積
が
、
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）

年
三
月
末
に
名
古
屋
分
校
の
大
学
部
分
が
刈
谷
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す
る
ま
で
維
持
さ
れ
た
。

　

後
援
会
は
土
地
取
得
後
、
民
間
業
者
と
愛
知
県
失
業
対
策
事
業
の
協
力
に
よ
り
土
地
の
整
備
を
行
い
、
並
行
し
て
文
部
省
予
算
に
よ
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図 2　�愛知教育大学名古屋分校大幸町校舎配置図［昭和 43（1968）年 3月当時］
「愛知教育大学史」（同編集委員会編、1985年 3月20日）138頁より『大幸財団三十五年史』（公益財団法人大幸財団、2019年 9月）

12 頁より。
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り
本
館
・
別
館
の
補
修
工
事
が
行
わ
れ
、
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
十
二
月
二
十
三
日
に
完
了
し
た
。
そ
の
翌
日
、
名
古
屋
分
校

は
新
校
舎
に
移
っ
た
。
そ
の
後
、
五
〇
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
、
陸
上
競
技
場
、
体
育
館
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
更
に
、
本
館
・
別
館
の

本
格
的
補
修
が
行
わ
れ
、
昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
二
月
三
十
一
日
に
完
了
し
た
。

　

名
古
屋
分
校
の
大
学
部
分
の
大
幸
地
区
へ
の
移
転
後
、
そ
の
東
側
の
敷
地
に
附
属
学
校
の
建
設
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
二
十
八

（
一
九
五
三
）
年
五
月
五
日
附
属
小
学
校
、
同
年
六
月
三
十
日
附
属
幼
稚
園
、
昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
三
月
六
日
附
属
中
学
校

が
完
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
移
転
が
完
了
し
た
。
そ
の
結
果
、
名
古
屋
分
校
の
大
学
部
分
と
そ
の
附
属
学
校
の
施
設
全
体
が
大
幸
地
区
の
新

校
地
で
統
合
さ
れ
た
（
図
2
）。

（
三
）
愛
知
教
育
大
学
の
刈
谷
地
区
へ
の
統
合
移
転
後
の
同
大
学
名
古
屋
分
校
敷
地
の
動
向

）
（（
（

　

名
古
屋
分
校
及
び
附
属
学
校
の
大
幸
地
区
へ
の
統
合
移
転
が
完
了
し
た
後
、
後
期
課
程
の
名
古
屋
分
校
へ
の
誘
致
運
動
が
昭
和

三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
八
月
頃
か
ら
再
び
活
発
に
な
り
始
め
た
。
そ
し
て
、
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
四
月
十
九
日
名
古
屋
市

長
を
会
長
と
す
る
「
愛
知
学
芸
大
学
名
古
屋
分
校
後
期
課
程
期
成
同
盟
」
が
結
成
さ
れ
る
な
ど
し
た
が
、結
局
は
成
果
な
く
終
わ
っ
た
。

　

愛
知
学
芸
大
学
教
授
会
は
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
六
月
十
九
日
に
、
名
古
屋
、
岡
崎
の
両
分
校
の
大
学
部
分
の
統
合
を
五
年
以

内
に
実
現
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
統
合
の
適
地
の
選
定
に
当
た
っ
て
も
、
尾
張
、
三
河
地
区
の
い
ず
れ
に
置
く
べ
き
か
両

地
区
の
政
官
関
係
者
の
間
で
再
び
綱
引
き
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
、
昭
和
四
十
一
（
一
九
六
六
）
年
五
月
十
四
日
刈
谷
市
井
ヶ
谷
地
区

を
第
一
候
補
と
す
る
こ
と
で
問
題
は
決
着
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
三
月
十
四
日
の
起
工
式
を
経
て
、
二
年
後

に
完
成
し
、
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
四
月
一
日
に
大
学
本
部
と
名
古
屋
、
岡
崎
両
分
校
の
大
学
部
分
の
刈
谷
市
井
ヶ
谷
地
区
へ

の
統
合
が
完
了
し
た
（
刈
谷
市
井
ヶ
谷
町
広
沢
一
番
地
）。
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後
援
会
は
名
古
屋
分
校
附
属
小
学
校
と
附
属
幼
稚
園
の
敷
地
と
建
物
を
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
三
月
十
四
日
に
国
に
寄
附
し

た
。
同
年
三
月
二
十
九
日
、
附
属
中
学
校
敷
地
を
東
区
東
芳
野
町
の
旧
名
古
屋
分
校
（
旧
第
一
師
範
学
校
）
の
中
の
国
有
地
と
交
換
し

た
。
そ
し
て
、昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
七
月
二
十
五
日
に
、野
球
場
と
附
属
中
学
校
運
動
場
の
南
側
の
一
部
（
二
万
九
七
〇
四
・
九

平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
除
く
名
古
屋
分
校
の
全
て
の
土
地
、
建
物
を
国
に
寄
附
し
た
。
後
援
会
が
名
古
屋
分
校
の
土
地
、
建
物
を
国
に
寄

附
す
る
際
、
こ
の
土
地
を
寄
附
か
ら
除
外
し
た
の
は
、
そ
の
頃
後
援
会
に
は
約
一
億
円
の
債
務
が
あ
り
、
そ
の
抵
当
に
充
て
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
土
地
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
名
古
屋
分
校
に
附
属
高
等
学
校
を
設
置
し
、
そ
の
敷

地
と
す
る
案
が
検
討
さ
れ
た
が
、
附
属
高
等
学
校
を
設
置
す
る
計
画
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
同
年
二
月
二
十
五
日
付
で
、
刈
谷
市
長
市

会
議
長
連
名
で
、
附
属
高
校
を
刈
谷
市
に
設
置
の
要
望
書
が
出
さ
れ
、
こ
こ
で
も
尾
張
部
と
三
河
部
の
綱
引
き
が
尾
を
引
い
て
い
た
。

結
局
、
後
援
会
は
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
八
月
二
日
、
文
部
省
と
協
議
し
、
附
属
中
学
校
運
動
場
南
側
の
土
地
を
国
が
買
収
し

て
附
属
中
学
校
用
地
と
す
る
こ
と
で
決
着
し
た
。
そ
の
結
果
、
後
援
会
に
は
二
万
四
七
四
八
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
が
残
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

愛
知
教
育
大
学
が
サ
ッ
カ
ー
場
（
ラ
グ
ビ
ー
場
）
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
し
て
使
用
し
て
い
た
附
属
小
学
校
敷
地
の
南
側
の

二
万
三
八
五
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
が
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
七
月
学
校
法
人
内
木
学
園
に
譲
渡
さ
れ
た
（
図
3
）。
内
木

学
園
の
中
京
女
子
高
等
学
校
は
も
と
も
と
、
名
古
屋
市
中
区
東
新
町
の
女
子
大
小
路
と
呼
ば
れ
る
繁
華
街
（
中
区
栄
四
丁
目
）
に
あ
っ

て
、
教
育
上
適
地
で
は
な
い
と
し
て
、
校
舎
を
新
築
し
て
移
転
す
る
候
補
地
と
し
て
大
幸
地
区
を
希
望
し
て
名
古
屋
市
と
文
部
省
に
陳

情
し
て
お
り
、
そ
の
希
望
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
内
木
学
園
中
京
女
子
高
等
学
校
は
別
の
学
校
法
人
に
移
管
さ
れ
、
至
学

館
高
等
学
校
と
な
っ
た
。

　

昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
頃
、
大
幸
地
区
周
辺
地
域
で
は
中
学
校
に
就
学
す
る
生
徒
数
が
増
加
し
、
中
学
校
の
新
設
の
要
望
が
高
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図 3　大幸地区土地見取図
岸尾清一「分院・大幸地区・土地回想記―敷地取得の変遷を回想して―」「名古屋大学医学部附属病院分院記念誌」（同

編集委員会編、1997 年 3 月）122 頁を改変。『大幸財団三十五年史』（公益財団法人大幸財団、2019 年 9 月）17 頁より。
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ま
っ
て
い
て
、
そ
の
地
区
の
市
会
議
員
が
名
古
屋
市
と
文
部
省
に
陳
情
を
行
っ
て
い
た
。
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
三
月
、
既
に

名
古
屋
大
学
の
所
管
に
な
っ
て
い
た
土
地
の
一
部
一
万
五
六
六
三
平
方
メ
ー
ト
ル
が
名
古
屋
市
に
譲
渡
さ
れ
、
そ
こ
に
名
古
屋
市
立
矢

田
中
学
校
が
建
設
さ
れ
た
（
図
3
）。
愛
知
教
育
大
学
名
古
屋
分
校
の
大
学
部
分
の
刈
谷
新
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
後
の
跡
地
の
名
古

屋
大
学
へ
の
移
管
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
四
）
大
幸
財
団
の
成
立

）
（（
（

　

後
援
会
は
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
十
一
月
、「
こ
れ
ま
で
に
整
備
し
た
名
古
屋
分
校
施
設
の
大
部
分
を
国
有
化
す
る
と
い
う

目
的
を
終
了
し
た
た
め
、
同
会
を
解
散
し
て
新
た
な
財
団
法
人
を
設
立
し
、
こ
の
法
人
が
こ
れ
ま
で
の
後
援
会
の
基
本
精
神
を
尊
重
す

る
と
と
も
に
、
同
会
が
持
つ
一
切
の
権
利
・
義
務
を
承
継
す
る
」
と
決
議
し
て
解
散
し
た
。
そ
し
て
清
算
事
務
を
含
む
手
続
上
の
全
て

の
権
限
を
丹
羽
兵
助
会
長
に
一
任
し
た
。
解
散
後
お
よ
そ
八
年
の
時
を
経
て
、
昭
和
五
十
四
（
一
九
七
九
）
年
十
一
月
二
十
三
日
大
幸

財
団
設
立
発
起
人
会
が
開
か
れ
、
次
い
で
愛
知
県
教
育
委
員
会
へ
設
立
認
可
申
請
書
を
提
出
し
、
同
年
九
月
三
日
に
設
立
が
許
可
さ
れ
、

九
月
十
日
名
古
屋
法
務
局
へ
法
人
設
立
登
記
し
、
九
月
二
十
四
日
に
愛
知
県
教
育
委
員
会
へ
法
人
設
立
登
記
完
了
届
を
出
し
て
、
財
団

法
人
大
幸
財
団
の
設
立
が
成
っ
た
。
初
代
理
事
長
に
は
丹
羽
兵
助
後
援
会
長
が
就
任
し
た
。

　

後
援
会
か
ら
大
幸
財
団
が
継
承
し
た
野
球
場
（
二
万
四
七
九
〇
・
四
七
平
方
メ
ー
ト
ル
）
は
、
当
時
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
球
団
の
練
習

場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
大
幸
財
団
と
日
本
住
宅
公
団
（
現
・
日
本
住
宅
都
市
整
備
公
団
）
と
の
間
で
こ
の
土
地
の
売
買
契
約
が

昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
九
月
五
日
結
ば
れ
た
。
敷
地
内
の
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
施
設
の
撤
去
費
用
と
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
へ
の
補

償
費
用
は
日
本
住
宅
公
団
の
負
担
と
す
る
条
件
も
付
与
さ
れ
た
。
売
却
代
金
は
二
七
億
九
〇
〇
〇
万
円
で
、
売
却
の
全
て
の
手
続
が
昭

和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
十
二
月
十
五
日
完
了
し
た
。
こ
の
土
地
の
売
却
代
金
が
、
大
幸
財
団
の
出
発
時
の
資
産
と
な
っ
た
。
後
述
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の
よ
う
に
、
こ
の
年
度
か
ら
こ
の
資
金
を
基
に
し
て
育
英
奨
学
と
学
芸
奨
励
の
二
事
業
が
開
始
さ
れ
、
つ
い
で
次
第
に
助
成
事
業
の
種

目
が
増
や
さ
れ
た
。

　

後
に
法
律
改
正
に
よ
る
公
益
法
人
三
法
が
制
定
さ
れ
た
の
を
契
機
と
し
て
、
大
幸
財
団
は
愛
知
県
教
育
委
員
会
に
公
益
認
定
の
申
請

を
行
い
、
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
三
月
二
十
三
日
に
認
可
さ
れ
、
四
月
一
日
に
大
幸
財
団
の
公
益
財
団
法
人
と
し
て
の
登
記
が

行
わ
れ
た
。
こ
れ
で
、
大
幸
財
団
は
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
度
か
ら
公
益
財
団
法
人
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
平
成
二
十
三

（
二
〇
一
一
）
年
度
の
第
一
回
定
時
理
事
会
に
て
「
公
益
財
団
法
人
大
幸
財
団
定
款
」、「
公
益
財
団
法
人
大
幸
財
団
財
産
管
理
運
用
規

程
」、「
公
益
財
団
法
人
大
幸
財
団
会
計
処
理
規
程
」
が
新
た
に
制
定
さ
れ
た
。
従
来
の
財
産
管
理
運
用
規
程
に
よ
り
、
大
幸
財
団
の
外

国
債
券
の
購
入
に
つ
い
て
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
。
大
幸
財
団
の
公
益
事
業
の
資
金
は
全
て
債
券
類
の
利
金
に
依
存
し
て
い
る
の

で
、
国
内
債
券
の
み
で
は
利
率
が
低
い
た
め
利
金
収
入
が
少
な
く
、
事
業
遂
行
の
支
障
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
従
っ
て
、
格
付
け
と
償

還
年
限
に
つ
い
て
外
国
債
券
、
円
建
債
券
に
つ
い
て
も
国
内
債
券
と
同
等
の
取
扱
い
を
可
能
と
す
る
よ
う
に
規
定
が
改
定
さ
れ
た
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
大
幸
財
団
の
前
身
組
織
で
あ
る
後
援
会
の
大
幸
工
場
跡
地
の
購
入
資
金
は
愛
知
県
、
名
古
屋
市
、
尾
張
三
市
八
郡

協
議
会
か
ら
の
公
的
資
金
で
あ
っ
た
。
そ
の
遺
産
を
継
承
し
た
大
幸
財
団
が
、助
成
事
業
の
対
象
を
愛
知
県
内
に
限
定
し
て
い
る
の
は
、

そ
の
た
め
で
あ
る
。

三　

大
幸
財
団
の
奨
学
金
、
研
究
助
成
金
等
の
給
付
事
業
の
実
績

　

育
英
奨
学
事
業
は
大
学
の
学
部
等
の
学
生
に
奨
学
金
を
給
付
す
る
事
業
で
、
大
学
院
生
に
奨
励
金
を
給
付
す
る
学
芸
奨
励
事
業
と
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区
別
す
る
た
め
に
異
な
る
事
業
名
称
に
し
て
い
る
。
育
英
奨
学
と
学
芸
奨
励
の
二
事
業
は
、
大
幸
財
団
成
立
の
翌
年
度
の
昭
和
五
十
六

（
一
九
八
一
）
年
度
か
ら
最
初
の
助
成
事
業
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。
つ
い
で
、
学
会
等
開
催
助
成
事
業
が
昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）

年
度
か
ら
、
海
外
学
術
研
究
助
成
事
業
が
昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
度
か
ら
、
研
究
機
関
の
国
際
交
流
特
別
助
成
事
業
が
昭
和

六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

　

大
幸
財
団
の
公
益
事
業
の
展
開
の
歴
史
上
、
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
は
画
期
的
な
年
で
、
学
部
留
学
生
を
対
象
と
す
る
留
学
育

英
奨
学
事
業
、
大
学
院
留
学
生
を
対
象
と
す
る
留
学
学
芸
奨
励
事
業
、
美
術
・
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
・
体
育
等
の
分
野
で
秀
れ
た
能
力
を

有
す
る
学
生
・
生
徒
（
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
高
等
学
校
を
含
む
）
を
対
象
と
す
る
丹
羽
奨
励
事
業
（
丹
羽
初
代
理
事
長
を
顕

彰
す
る
た
め
に
そ
の
名
を
冠
し
た
）、
自
然
科
学
系
学
術
研
究
助
成
事
業
、
地
域
の
学
術
文
化
振
興
助
成
事
業
、
そ
の
他
の
国
際
交
流

助
成
事
業
が
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
か
ら
発
足
し
た
。
外
国
人
来
日
研
究
助
成
事
業
も
こ
の
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
が
、
申
請
を

受
け
付
け
て
選
考
を
経
て
来
日
す
る
の
は
翌
年
に
な
る
た
め
開
始
年
と
し
て
は
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
度
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

含
め
る
と
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
に
は
一
挙
に
七
種
目
の
助
成
事
業
が
新
た
に
大
幸
財
団
の
助
成
事
業
種
目
に
加
わ
っ
た
。
こ
の

年
度
の
大
幅
な
事
業
展
開
の
拡
大
に
は
、
そ
の
前
年
の
十
二
月
に
芦
田
淳
元
名
古
屋
大
学
長
が
大
幸
財
団
の
第
二
代
理
事
長
に
就
任
し

た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
（
後
述
）。
人
文
・
社
会
科
学
系
学
術
研
究
助
成
事
業
は
、
全
事
業
種
目
の
中
で
は
最
も
遅
く
平
成
二
十
四

（
二
〇
一
二
）
年
度
に
開
始
さ
れ
た
。
自
然
科
学
系
学
術
研
究
助
成
事
業
に
遅
れ
る
こ
と
二
十
一
年
に
し
て
、
新
し
く
発
足
し
た
。
こ

の
年
度
で
、
現
行
の
助
成
十
三
事
業
の
体
制
が
完
成
し
た
。

　

「
序
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
度
か
ら
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
度
ま
で
十
二
年
間
小
学
校
に
助
成
金
を

給
付
し
た
（
教
育
実
践
助
成
事
業
）
こ
と
が
あ
る
。

　

以
上
述
べ
た
合
計
十
四
種
目
の
助
成
事
業
の
年
度
ご
と
の
助
成
件
数
と
助
成
額
及
び
そ
れ
ら
の
合
計
を
表
1
に
示
す
。
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四　

各
事
業
の
推
移 

�（
一
）
育
英
奨
学
事
業
（
表
（
、
図
4
）�

 　

昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
度
か
ら
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
度
ま
で
の
十
年

間
は
一
件
当
た
り
二
四
万
円
で
あ
っ
た
が
、
以
後
三
六
万
円
に
増
額
さ
れ
た
。
平
成

三
（
一
九
九
一
）
年
度
と
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
度
の
二
年
間
は
件
数
を
ほ
と
ん
ど

下
げ
な
い
で
一
件
当
た
り
の
給
付
額
が
増
額
さ
れ
た
の
で
給
付
合
計
額
が
突
出
し
て

増
え
て
い
る
が
、
以
後
件
数
を
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
調
整
さ
れ
た
。
以
後
平
成
二
十

（
二
〇
〇
八
）
年
度
ま
で
給
付
件
数
、
給
付
合
計
額
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
が
続
い
た
。

し
か
し
、
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度
に
は
、
前
年
九
月
以
降
に
起
き
た
い
わ

ゆ
る
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
言
わ
れ
る
世
界
的
経
済
不
況
に
よ
る
債
券
類
の
利
金
収

入
の
減
少
の
た
め
に
、
事
業
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
大
幸
財
団
の
方
針
と
し

て
給
付
件
数
は
下
げ
な
い
で
一
件
当
た
り
の
給
付
額
を
二
四
万
円
に
減
額
し
て
対
応

し
た
。
そ
の
翌
年
の
平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
度
に
は
、
一
件
当
た
り
の
給
付

額
の
減
額
を
避
け
る
努
力
が
な
さ
れ
た
が
、
経
済
不
況
の
影
響
は
続
き
、
平
成
二
十
三

（
二
〇
一
一
）、
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
度
の
二
年
度
は
一
件
当
た
り
の
給
付
額
が
減

額
さ
れ
た
。 

 　

平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
度
よ
り
世
界
的
経
済
不
況
か
ら
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
、

図 4　育英奨学事業
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表
1　

大
幸
財
団
の
各
種
助
成
事
業
の
実
績
（

1981― 2020
年
度
）

 
（
単
位
：
万
円
）

事
業

年
度

育
英

奨
学

学
芸

奨
励

丹
羽

奨
励

留
学

育
英

留
学

学
芸

自
然

学
術

人
社

学
術

学
会

助
成

地
域
学
術

外
国

人
海

外
学

術
研

究
国

際
そ

の
他

教
育
実
践

総
合

計

件
円

件
円

件
円

件
円

件
円

件
円

件
円

件
円

件
円

件
円

件
円

件
円

件
円

件
円

件
円

1981
12

288
4

80
16

368

1982
27

648
13

260
40

908

1983
29

696
14

280
43

976

1984
36

864
14

280
38

989
88

2,133

1985
29

696
18

330
52

1,312
99

2,338

1986
30

720
20

300
54

1,250
20

439
124

2,709

1987
30

720
21

315
50

1,052
30

498
2

60
133

2,645

1988
26

624
29

580
45

1,023
44

865
7

202
151

3,294

1989
32

768
17

340
58

1,445
72

1,013
2

50
181

3,616

1990
33

792
23

460
59

1,470
53

665
5

150
173

3,537

1991
30

1,080
14

420
12

360
6

216
19

380
5

4,000
54

1,217
1

30
66

860
3

75
1

100
1

30
212

8,768

1992
30

1,080
16

450
14

420
5

180
9

320
5

4,000
64

1,252
1

20
6

881
74

1,113
4

120
3

86
0

0
231

9,922

1993
24

752
17

425
13

450
5

180
8

320
8

3,496
57

750
5

160
7

1,000
61

600
7

196
0

0
0

0
212

8,329

1994
23

684
16

480
14

450
8

288
8

240
8

2,450
63

685
1

10
5

650
53

489
6

120
1

15
0

0
206

6,561

1995
24

720
20

600
11

450
8

288
8

240
7

2,450
60

690
1

10
8

733
54

452
5

100
4

75
0

0
210

6,808

1996
25

740
20

600
11

450
8

288
8

240
8

2,4 50
65

745
3

35
5

502
46

375
4

80
3

40
0

0
206

6,545

1997
26

808
18

540
13

450
7

252
8

240
7

2,450
53

654
0

0
6

705
44

423
5

100
2

20
3

150
192

6,792

1998
27

828
18

540
13

450
9

360
10

400
8

2,600
56

670
3

24
6

689
33

413
7

140
1

15
5

250
196

7,379

1999
24

752
20

720
14

450
9

360
9

360
6

2,450
59

758
3

40
6

755
32

444
5

100
1

10
6

300
194

7,499

2000
24

736
20

720
13

450
10

400
9

360
6

2,450
55

633
4

44
4

561
24

313
6

120
1

10
6

300
182

7,097
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2001
22

728
20

720
15

450
11

440
11

440
7

2,450
61

838
3

32
7

1,057
21

327
5

100
1

10
6

300
190

7,892

2002
26

730
20

720
14

450
11

440
10

400
6

2,450
53

718
2

17
6

979
17

286
5

100
0

0
6

300
176

7,590

2003
22

744
20

720
14

480
12

480
12

480
8

2,520
48

741
1

10
5

649
18

318
4

80
0

0
6

300
170

7,522

2004
22

728
20

720
12

440
11

440
12

480
6

2,430
58

873
1

10
7

911
19

331
4

70
0

0
6

300
178

7,733

2005
21

740
20

720
13

450
11

440
11

440
7

2,500
44

561
1

10
4

608
28

457
5

100
0

0
6

300
171

7,326

2006
22

776
18

828
14

460
11

440
11

440
6

2,550
58

733
1

7
3

700
14

2 08
3

60
0

0
6

300
167

7,502

2007
22

776
20

720
14

460
11

440
11

420
7

2,600
58

686
0

0
5

918
30

444
2

40
0

0
6

300
186

7,804

2008
21

740
20

720
12

440
11

440
11

440
7

2,627
49

599
3

27
5

1,027
23

348
5

100
0

0
6

300
173

7,808

2009
21

500
20

490
14

320
10

280
10

280
6

1,700
47

487
0

0
5

766
15

231
3

60
0

0
151

5,114

2010
21

720
20

720
14

450
10

400
10

400
7

2,400
52

608
3

30
4

793
25

401
2

40
0

0
168

6,962

2011
22

520
16

480
13

300
10

280
10

266
5

2,000
51

510
1

10
3

675
19

239
2

40
0

0
152

5,320

2012
21

500
20

500
12

500
9

225
10

250
6

2,500
5

300
53

700
1

10
3

238
21

292
2

40
0

0
163

6,055

2013
29

720
20

720
14

540
10

360
10

360
7

3,000
6

400
50

625
3

38
2

271
22

304
1

20
0

0
174

7,358

2014
27

950
20

704
14

600
10

360
10

344
10

3,500
7

500
50

828
1

20
2

540
17

260
3

60
0

0
171

8,666

2015
29

1,022
20

720
15

590
12

432
12

432
11

5,000
11

1,000
56

989
1

30
4

565
16

263
3

60
1

10
191

11,113

2016
29

1,022
20

720
16

600
12

432
12

432
13

4,760
14

1,000
59

983
2

45
2

450
17

233
4

80
2

20
202

10,777

2017
29

1,022
20

688
17

630
12

432
12

432
12

4,000
9

1,000
62

940
2

60
1

298
17

251
2

40
1

10
196

9,803

2018
35

1,227
25

900
13

550
12

432
11

396
11

4,000
13

1,000
64

923
2

60
4

635
26

394
4

80
2

20
222

10,617

2019
35

1,227
25

900
17

600
12

432
11

396
10

3,930
11

1,000
63

1,008
3

90
3

555
19

260
2

40
2

20
213

10,458

2020
39

1,353
25

882
16

600
12

432
13

468
12

4,000
9

1,000
27

453
3

37
3

440
3

18
0

0
0

0
162

9,683

合
計

1,056
31,741

761
23,012

411
14,290

295
10,869

316
11,096

232
89,713

85
7,200

2,005
31,398

56
916

131
19,551

1,093
14,825

129
2,823

26
461

69
3,430

6,665
261,325
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一
件
当
た
り
の
給
付
額
を
旧
に
復
す
る
と
共
に
、
給
付
件
数
も
増
や
す
方
針
が
取
ら
れ

た
。
従
っ
て
給
付
合
計
額
も
増
加
し
て
、
特
に
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
度
か
ら
顕

著
に
増
加
し
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
は
、
給
付
件
数
、
給
付
合
計
額
共
に
こ
れ

ま
で
の
最
高
と
な
っ
た
。 

 　

育
英
奨
学
事
業
の
累
計
給
付
件
数
は
一
〇
五
六
件
で
、
累
計
給
付
額
は

三
億
一
七
四
一
万
円
で
あ
る
。 

�（
二
）
学
芸
奨
励
事
業
（
表
（
、
図
5
）�

 　

昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
度
か
ら
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
度
ま
で
の
十
年
間

は
、
一
件
当
た
り
の
給
付
額
は
二
〇
万
円
、
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
か
ら
平
成
十

（
一
九
九
八
）
年
度
ま
で
の
八
年
間
は
、
三
〇
万
円
、
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
度

か
ら
前
記
の
育
英
奨
学
事
業
と
同
じ
く
三
六
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
た
。
大
幸
財
団
発
足

後
、
育
英
奨
学
と
こ
の
学
芸
奨
励
の
二
事
業
が
最
初
の
助
成
事
業
と
し
て
同
時
に
発
足

し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
学
芸
奨
励
事
業
の
一
件
当
た
り
の
給
付
額
が
育
英
奨
学
事
業
の

そ
れ
よ
り
低
く
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。 

 　

学
芸
奨
励
事
業
の
場
合
も
育
英
奨
学
事
業
と
同
様
に
、
平
成
二
十
一

（
二
〇
〇
九
）、二
十
三
（
二
〇
一
一
）、二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
度
の
三
年
度
は
、リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
、
給
付
額
の
減
額
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
平
成
二
十
五

図 5　学芸奨励事業
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（
二
〇
一
三
）
年
度
以
後
の
学
芸
奨
励
事
業
の
回
復
傾
向
は
育
英
奨
学
事
業
の
場
合
と

ほ
ぼ
同
様
で
、
特
に
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
度
か
ら
の
給
付
件
数
、
給
付
合
計
額

の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。 

 　

学
芸
奨
励
事
業
の
累
計
給
付
件
数
は
七
六
一
件
で
、
累
計
給
付
合
計
額
は

二
億
三
〇
一
二
万
円
で
あ
る
。 

�（
三
）
丹
羽
奨
励
事
業
（
表
（
、
図
6
）�

 　

暴
漢
に
刺
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
十
一
月

二
日
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
丹
羽
兵
助
初
代
理
事
長
の
顕
彰
の
一
環
と
し
て
、
平
成
三

（
一
九
九
一
）
年
度
に
始
め
ら
れ
た
。
美
術
・
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
・
体
育
等
の
分
野
で

優
秀
な
能
力
を
有
し
、
評
価
す
べ
き
実
績
を
挙
げ
た
者
に
助
成
金
を
支
給
す
る
事
業
で

あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
他
の
事
業
と
異
な
り
、
大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
）
だ
け
で
な

く
、
高
等
専
門
学
校
、
高
等
学
校
に
在
学
す
る
学
生
・
生
徒
も
対
象
と
す
る
。
大
幸
財

団
の
助
成
事
業
の
中
で
、
高
等
専
門
学
校
、
高
等
学
校
の
在
学
生
を
対
象
と
す
る
の
は
、

こ
の
事
業
種
目
の
み
で
あ
る
。 

 　

美
術
・
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
・
体
育
に
秀
れ
た
能
力
を
有
す
る
学
生
・
生
徒
を
助
成
す

る
事
業
は
、
昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
度
の
学
芸
奨
励
事
業
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

こ
の
年
度
の
学
芸
奨
励
事
業
は
前
、
後
期
に
分
け
、
前
期
は
こ
の
事
業
の
本
来
の
目
的

図 6　丹羽奨励事業
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で
あ
る
大
学
院
生
を
対
象
と
す
る
助
成
を
行
う
こ
と
と
し
、
後
期
分
を
美
術
・
音
楽
・

ス
ポ
ー
ツ
・
体
育
等
の
分
野
を
初
め
て
、
評
価
と
助
成
の
対
象
と
し
た
。
一
件
あ
た
り

の
給
付
額
は
、
そ
の
年
度
以
後
の
三
年
間
は
二
〇
万
円
で
あ
っ
た
が
、
丹
羽
奨
励
事
業

と
な
っ
て
か
ら
は
三
〇
万
円
に
増
額
さ
れ
た
。
更
に
、
グ
ル
ー
プ
が
対
象
と
な
る
場
合

は
一
件
当
た
り
の
給
付
額
は
五
〇
万
円
と
さ
れ
た
。 

 　

丹
羽
奨
励
事
業
の
場
合
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
給
付
額
の
減
額
は
、
平
成

二
十
一
（
二
〇
〇
九
）、
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
度
の
二
年
度
の
み
に
押
さ
え
ら
れ
、

平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
度
以
後
給
付
合
計
額
は
増
加
し
た
。 

 　

丹
羽
奨
励
事
業
の
累
計
給
付
件
数
は
四
一
一
件
で
、
累
計
給
付
額
は

一
億
四
二
九
〇
万
円
で
あ
る
。 

�（
四
）
留
学
育
英
奨
学
事
業
（
表
（
、
図
7
）�

 　

前
述
の
育
英
奨
学
事
業
の
発
足
に
遅
れ
る
こ
と
十
一
年
に
し
て
平
成
三（
一
九
九
一
）

年
度
か
ら
留
学
育
英
奨
学
事
業
が
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
で
は
育
英
奨
学
事
業
の

助
成
対
象
と
し
て
留
学
生
が
含
ま
れ
る
年
度
も
あ
っ
た
。 

 　

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
か
ら
学
部
留
学
生
を
対
象
と
し
て
こ
の
事
業
が
独
立

し
た
が
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
度
ま
で
の
七
年
間
は
一
件
当
た
り
の
給
付
額
は

日
本
人
を
対
象
と
す
る
育
英
奨
学
事
業
と
同
じ
く
三
六
万
円
で
あ
っ
た
が
、
平
成
十

図 7　留学育英奨学事業
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（
一
九
九
八
）
年
度
か
ら
四
〇
万
円
に
増
額
さ
れ
た
。 

 　

こ
の
事
業
も
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
利
金
収
入
の
減
少
に
よ
り
、
一
件
当
た
り

の
給
付
額
を
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）、
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
両
年
度
は
二
八
万

円
、
平
成
二
十
四
（
二
〇
一
三
）
年
度
に
は
二
五
万
円
に
削
減
し
た
。
平
成
二
十
五

（
二
〇
一
四
）
年
度
か
ら
一
件
当
た
り
の
給
付
額
は
増
額
さ
れ
た
が
、
日
本
人
を
対
象

と
す
る
育
英
奨
学
事
業
と
同
額
の
三
六
万
円
と
さ
れ
た
。 

 　

留
学
育
英
奨
学
事
業
の
累
計
給
付
件
数
は
二
九
五
件
で
、
累
計
給
付
額
は

一
億
八
六
九
万
円
で
あ
る
。 

�（
五
）
留
学
学
芸
奨
励
事
業
（
表
（
、
図
（
）�

 　

こ
の
事
業
は
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
か
ら
大
学
院
留
学
生
を
対
象
と
す
る
給
付

事
業
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
前
記
の
留
学
育
英
奨
学
事
業
と
同
様
に
、
日
本
人
大

学
院
生
を
対
象
と
す
る
学
芸
奨
励
事
業
の
中
で
留
学
生
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 　

一
件
当
た
り
の
給
付
額
は
、
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
二
〇
万
円
、
平
成
四

（
一
九
九
二
）年
度
四
〇
万
円（
一
部
二
〇
万
円
）、平
成
五（
一
九
九
三
）年
度
四
〇
万
円
、

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
度
か
ら
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
度
ま
で
三
〇
万
円
と
変
動

し
た
が
、
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
度
か
ら
四
〇
万
円
に
な
っ
た
。 

 　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
り
一
件
当
た
り
の
給
付
額
の
減
額
が
な
さ
れ
、
平

図 8　留学学芸奨励事業
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成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）、
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
の
二
年
度
二
八
万
円
、
平
成

二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
度
は
二
五
万
円
と
な
っ
た
。
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年

度
か
ら
一
件
当
た
り
の
給
付
額
は
増
額
さ
れ
た
が
、
前
記
の
留
学
育
英
奨
学
事
業
と
同

様
に
日
本
人
を
対
象
と
す
る
学
芸
奨
励
事
業
と
同
様
の
三
六
万
円
と
さ
れ
た
。 

 　

留
学
学
芸
奨
励
事
業
の
累
計
給
付
件
数
は
三
一
六
件
で
累
計
給
付
額
は

一
億
一
〇
九
六
万
円
で
あ
る
。 

�（
六
）
自
然
科
学
系
学
術
研
究
助
成
事
業
（
表
（
、
図
9
）�

 　

全
助
成
事
業
中
、
最
も
給
付
合
計
額
の
多
い
事
業
で
あ
る
。
こ
の
事
業
の
最
初
の
平

成
三
（
一
九
九
一
）、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
度
の
二
年
度
は
、
一
件
当
た
り
の
給

付
額
一
〇
〇
〇
万
円
以
内
、
給
付
合
計
額
四
〇
〇
〇
万
円
と
い
う
か
な
り
極
端
な
高
額

助
成
の
方
針
で
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
理
事
会
・
評
議
員
会
と
選
考
委
員
会

で
の
議
論
で
、
こ
の
方
針
は
修
正
さ
れ
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
度
は
一
件
当
た
り

五
〇
〇
万
円
以
内
、
給
付
合
計
額
三
五
〇
〇
万
円
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
度
は
一

件
当
た
り
五
〇
〇
万
円
以
内
、
給
付
合
計
額
二
四
五
〇
万
円
と
さ
れ
、
こ
の
方
針
が
平

成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
度
ま
で
継
続
さ
れ
た
。 

 　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）、
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年

の
二
年
度
は
給
付
合
計
額
が
そ
れ
ぞ
れ
一
七
〇
〇
万
円
、
二
〇
〇
〇
万
円
に
減
額
さ
れ

図 9　自然科学系学術研究助成事業
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た
。
世
界
的
経
済
不
況
か
ら
の
回
復
に
伴
い
、
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
度
か
ら

給
付
額
の
増
額
が
図
ら
れ
、
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
度
三
〇
〇
〇
万
円
、
平

成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）
年
度
三
五
〇
〇
万
円
、
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
度
に

は
五
〇
〇
〇
万
円
、
平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
度
四
七
六
〇
万
円
と
な
っ
た
。
一

件
当
た
り
の
助
成
額
は
五
〇
〇
万
円
以
内
と
さ
れ
た
。
給
付
額
合
計
は
、
平
成
二
十
九

（
二
〇
一
七
）
年
度
以
降
四
〇
〇
〇
万
円
と
な
っ
た
。
こ
の
給
付
合
計
額
五
〇
〇
〇
万

円
か
ら
四
〇
〇
〇
万
円
の
減
額
は
他
の
助
成
事
業
種
目
の
状
況
と
関
連
し
て
い
る
。 

 　

自
然
科
学
系
学
術
研
究
助
成
事
業
の
累
計
給
付
件
数
は
二
三
二
件
で
、
累
計
給
付
額

は
八
億
九
七
一
三
万
円
で
あ
る
。 

�（
七
）
人
文
・
社
会
科
学
系
学
術
研
究
助
成
事
業
（
表
（
、
図
（0
）�

 　

こ
の
事
業
は
、
現
行
の
十
三
種
目
の
全
助
成
事
業
種
目
の
中
で
最
も
遅
く
平
成

二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
度
に
発
足
し
た
。
初
年
度
の
給
付
合
計
額
は
三
〇
〇
万
円
で

あ
っ
た
が
、
以
後
増
額
さ
れ
て
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
度
が
四
〇
〇
万
円
、
平

成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）
年
度
五
〇
〇
万
円
、
そ
し
て
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年

度
以
降
は
一
〇
〇
〇
万
円
と
な
っ
た
。 

 　

人
文
・
社
会
科
学
系
学
術
研
究
助
成
事
業
の
累
計
給
付
額
は
八
五
件
で
、
累
計
給
付

額
は
七
二
〇
〇
万
円
で
あ
る
。 

図 10　人文・社会科学系学術研究助成事業
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�（
八
）
学
会
等
開
催
助
成
事
業
（
表
（
、
図
（（
）�

 　

こ
の
事
業
は
、
大
幸
財
団
の
助
成
金
給
付
事
業
と
し
て
は
、
育
英
奨
学
と
学
芸
奨
励

の
二
事
業
に
次
い
で
三
番
目
の
事
業
と
し
て
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
に
立
ち
上
げ

ら
れ
た
。
当
時
は
こ
の
助
成
種
目
に
対
す
る
要
望
が
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

を
反
映
し
て
か
、
事
業
開
始
の
九
年
間
は
年
間
の
給
付
件
数
は
同
程
度
で
あ
る
に
関
わ

ら
ず
、
給
付
合
計
額
が
一
〇
〇
〇
万
円
か
ら
一
四
七
〇
万
円
で
、
そ
れ
以
後
平
成
二
十

（
二
〇
〇
八
）年
度
ま
で
の
十
六
年
間
の
五
六
一
～
八
三
八
万
円
に
比
し
て
高
額
で
あ
っ

た
。 

 　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
は
こ
の
助
成
種
目
で
も
現
れ
、
平
成
二
十
一

（
二
〇
〇
九
）
と
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
度
は
給
付
合
計
額
は
そ
れ
ぞ
れ
四
八
七
万

円
と
、
五
一
〇
万
円
に
減
額
さ
れ
た
が
、
利
金
収
入
の
回
復
と
共
に
増
額
さ
れ
、
平
成

二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
度
以
降
給
付
合
計
額
は
一
〇
〇
〇
万
円
あ
る
い
は
そ
れ
に
近

い
額
が
維
持
さ
れ
た
。
し
か
し
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
学
会
開
催
が
中
止
さ
れ
た
り
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
な
っ
た

り
し
て
、
給
付
件
数
、
給
付
合
計
額
共
に
ほ
ぼ
半
減
し
た
。 

 　

学
会
等
開
催
助
成
事
業
の
累
計
助
成
件
数
二
〇
〇
五
件
、
累
計
給
付
額
は

三
億
一
三
九
八
万
円
と
な
る
。 

図 11　学会等開催助成事業
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�（
九
）
地
域
の
学
術
文
化
振
興
助
成
事
業
（
表
（
、
図
（2
）�

 　

多
く
の
新
し
い
事
業
種
目
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
に
こ
の

種
目
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
目
的
は
、
大
学
等
に
所
属
す
る
研
究
者
が
実
施
す
る

学
会
や
研
究
会
以
外
の
、愛
知
県
内
の
各
地
域
に
あ
る
文
化
団
体
等
が
開
催
す
る
学
術
、

芸
術
、
文
化
等
に
関
す
る
行
事
に
対
す
る
助
成
で
あ
る
。 

 　

平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
度
は
、愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
の
世
界
劇
場
会
議
、

東
海
北
陸
義
務
教
育
学
校
長
会
議
等
五
件
に
対
し
て
給
付
合
計
額
は
一
六
〇
万
円
と
な

り
、
突
出
し
て
い
る
。
給
付
の
無
い
年
度
も
あ
り
、
給
付
の
実
施
さ
れ
た
年
の
給
付
件

数
は
一
～
四
件
、
給
付
合
計
額
は
一
〇
～
九
〇
万
円
で
あ
っ
た
。 

 　

地
域
の
学
術
文
化
振
興
助
成
事
業
の
累
積
給
付
件
数
は
五
六
件
で
、
累
計
給
付
額
は

九
一
六
万
円
で
あ
る
。 

�（
十
）
外
国
人
来
日
研
究
助
成
事
業
（
表
（
、
図
（3
）�

 　

事
業
種
目
の
大
幅
増
が
行
わ
れ
た
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た

が
、
実
際
に
来
日
す
る
の
は
申
請
、
選
考
等
の
手
続
の
翌
年
に
な
る
の
で
、
事
業
開
始

年
度
が
同
年
度
発
足
し
た
他
の
事
業
種
目
に
比
較
し
て
一
年
遅
れ
と
な
る
。
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
る
こ
の
事
業
の
縮
小
も
他
の
種
目
よ
り
遅
れ
て
平
成
二
十
四

（
二
〇
一
二
）、
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
度
に
顕
著
と
な
っ
た
。
以
後
、
リ
ー
マ

図 12　地域の学術文化振興助成事業
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ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
か
ら
の
回
復
と
共
に

給
付
件
数
、
給
付
合
計
額
共
に
回
復
傾
向

を
示
し
た
が
、
そ
れ
は
顕
著
で
は
な
か
っ

た
。 

 　

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
度
か
ら
の
給

付
件
数
、
給
付
合
計
額
の
減
少
傾
向
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流

行
の
結
果
と
み
ら
れ
る
。 

 　

外
国
人
来
日
研
究
助
成
事
業
の
累
計
給

付
件
数
は
一
三
一
件
で
、
累
積
給
付
額
は

一
億
九
五
五
一
万
円
で
あ
る
。 

�（
十
一
）
海
外
学
術
交
流
研
究
助
成
事

業
（
表
（
、
図
（4
）�

 　

こ
の
事
業
は
、
大
学
等
の
学
術
研
究
教

育
機
関
に
所
属
す
る
研
究
者
が
学
会
あ
る

い
は
研
究
機
関
に
招
か
れ
て
海
外
で
開
催

さ
れ
る
国
際
会
議
に
重
要
な
役
割
で
出
席

図 14　海外学術交流研究助成事業

図 13　外国人来日研究助成事業
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す
る
場
合
に
助
成
す
る
事
業
で
あ
る
。
そ
の
開
始
時
期
は
早
く
、
大
幸
財
団
の
実
施
す

る
国
際
学
術
交
流
関
連
の
諸
事
業
の
中
で
最
も
早
く
昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
度

に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。 

 　

こ
の
事
業
種
目
の
実
施
初
期
の
昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
度
か
ら
平
成
五

（
一
九
九
三
）
年
度
の
六
年
間
は
、
年
間
の
給
付
件
数
が
四
四
～
六
〇
、
年
間
の
給
付

合
計
額
六
六
五
～
一
一
一
三
万
円
と
高
い
値
を
示
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
年
間
の
給

付
件
数
、
給
付
合
計
額
は
減
少
し
、
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
度
頃
か
ら
二
十
年
間
、

年
間
給
付
件
数
十
四
～
三
〇
、給
付
合
計
額
二
〇
八
～
四
五
七
万
円
の
値
を
保
っ
た
が
、

令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行
に
よ
り

給
付
件
数
、
給
付
合
計
額
は
激
減
し
た
。 

 　

海
外
学
術
交
流
研
究
助
成
事
業
の
累
計
給
付
件
数
は
一
二
九
件
、
累
計
給
付
額
は

二
八
二
三
万
円
で
あ
る
。 

�（
十
二
）
研
究
機
関
の
国
際
交
流
特
別
助
成
事
業
（
表
（
、
図
（5
）�

 　

こ
の
事
業
は
、
大
学
等
の
学
術
研
究
教
育
機
関
が
海
外
の
学
術
研
究
機
関
と
覚
書
き

等
の
締
結
を
行
い
、
国
内
あ
る
い
は
相
手
国
で
学
術
的
に
価
値
の
あ
る
有
益
な
行
事
を

開
催
す
る
際
に
助
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
前
記
の
海
外
学
術
交
流
研
究
助

成
事
業
開
始
の
一
年
後
の
昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
度
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。 

図 15　研究機関の国際交流特別助成事業
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こ
の
事
業
の
実
施
の
初
期
の
昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
度
に
給
付
件
数
七
件
、

給
付
合
計
額
二
〇
二
万
円
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
度
に
給
付
件
数
七
件
、
給
付
合

計
額
一
九
六
万
円
と
比
較
的
高
額
な
助
成
が
実
施
さ
れ
た
年
度
も
あ
っ
た
が
、
以
後
漸

減
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
に
は
給
付
〇
の
状
態
と
な
っ

た
が
、こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。 

 　

研
究
機
関
の
国
際
交
流
特
別
助
成
事
業
の
累
計
給
付
件
数
は
一
二
九
件
、
累
計
給
付

額
は
二
八
二
三
万
円
で
あ
る
。 

�（
十
三
）
そ
の
他
の
国
際
交
流
助
成
事
業
（
表
（
、
図
（6
）�

 　

そ
の
他
の
国
際
交
流
助
成
事
業
が
発
足
し
た
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
に
名
古

屋
市
で
開
催
さ
れ
た
「
全
日
本
留
学
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
’91
」
に
対
し
て

一
〇
〇
万
円
を
助
成
し
た
。
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
度
に
は
一
件
当
た
り
の
給
付
額

は
一
〇
～
三
〇
万
円
で
あ
っ
た
が
、
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
度
以
降
一
〇
万
円
と

な
っ
た
。 

 　

平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
度
か
ら
十
三
年
間
は
こ
の
事
業
種
目
の
申
請
が
な
か
っ

た
が
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
度
か
ら
五
年
間
は
一
～
二
件
の
申
請
が
あ
り
給
付

が
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
は
申
請
が
無
か
っ
た
。 

 　

そ
の
他
の
国
際
交
流
助
成
事
業
の
累
積
給
付
件
数
は
二
六
件
で
、
累
積
給
付
額
は

図 16　その他の国際交流助成事業
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四
六
一
万
円
で
あ
る
。 

�（
十
四
）
教
育
実
践
助
成
事
業
（
表
（
）�

 　
「
序
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
度
か
ら
愛
知
県
内

の
小
学
校
に
対
し
て
助
成
す
る
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
一
件
当
た
り
の
給
付

額
は
五
〇
万
円
で
、
給
付
件
数
は
初
年
度
三
件
、
翌
平
成
十
（
一
九
九
八
）

年
度
は
五
件
、平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
度
か
ら
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）

年
度
ま
で
の
十
年
間
は
六
件
で
あ
っ
た
。
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度

か
ら
こ
の
事
業
は
中
止
さ
れ
た
。 

 　

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
に
行
わ
れ
た
第
二
十
六
回
東
海
北
陸
地
区

連
合
小
学
校
長
会
教
育
研
究
愛
知
大
会
に
三
〇
万
円
助
成
し
た
の
を
加
え

る
と
、
教
育
実
践
事
業
の
累
積
給
付
件
数
は
六
九
件
で
、
累
積
給
付
額
は

三
四
三
〇
万
円
で
あ
る
。 

�（
十
五
）
全
助
成
事
業
の
総
計
（
表
（
、
図
（7
～
（9
）�

 　

現
在
実
施
し
て
い
る
十
三
助
成
種
目
の
事
業
と
途
中
で
中
止
さ
れ
た
教
育

実
践
事
業
の
給
付
件
数
及
び
給
付
合
計
額
の
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
ま

で
の
総
計
を
示
し
た
（
図
17
）。 

図 17　全事業総計
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平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
に
助
成
事
業
種
目
の
大
幅
増
加
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
後
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
度
ま
で
の
三
年

間
の
年
間
の
給
付
金
合
計
額
は
八
～
九
〇
〇
〇
万
円
台
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
度
か
ら
平
成
九
（
一
九
九
七
）

年
度
ま
で
の
四
年
間
は
六
〇
〇
〇
万
円
台
、
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
度
か
ら
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
度
ま
で
の
十
一
年
間
は

七
〇
〇
〇
万
円
台
が
維
持
さ
れ
た
が
、
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
度
ま
で
の
四
年
間
は
、

五
～
六
〇
〇
〇
万
円
に
減
少
し
た
。
平
成
六
（
一
九
九
一
）
年
度
か
ら
四
年
間
の
給
付
合
計
額
の
減
少
は
バ
ブ
ル
経
済
後
の
不
況
に
よ

る
も
の
で
、
個
別
の
事
業
種
目
の
実
績
の
図
か
ら
は
明
白
に
は
現
れ
な
か
っ
た
が
、
全
種
目
の
総
計
で
は
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
た
。
平

成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度
か
ら
四
年
間
の
給
付
合
計
額
の
落
ち
込
み
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
的
経
済
不
況
の
影
響

に
基
づ
く
大
幸
財
団
の
資
金
運
用
の
利
金
収
入
が
減
少
し
た
た
め
で
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
給
付
金
額
の
減
少
は
、
バ
ブ

ル
経
済
後
の
不
況
の
影
響
に
よ
る
場
合
に
比
較
し
て
そ
の
程
度
が
強
く
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
多
く
の
個
別
の
事
業
種
目
の
給
付
額

の
図
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
な
お
、
給
付
合
計
額
の
減
少
が
起
き
た
年
度
の
助
成
金
の
給
付
件
数
の
減
少
は
、
給
付
金
合
計
額
の

減
少
に
比
べ
て
軽
度
に
抑
え
ら
れ
た
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
期
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
給
付
件
数
の
減
少
を
で
き
る

だ
け
抑
え
て
、
一
件
あ
た
り
の
給
付
金
の
削
減
の
方
針
で
臨
ん
だ
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。 

 　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
的
経
済
不
況
か
ら
の
回
復
に
伴
い
、
平
成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）
年
度
以
降
は
大
幸
財
団
の
資
金

運
用
の
利
金
収
入
も
増
加
し
、給
付
件
数
の
総
数
と
給
付
金
合
計
額
の
総
計
も
増
加
し
た
。
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
は
給
付
件
数
、

給
付
合
計
額
共
に
減
少
し
た
。
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行
に
よ
る
国
際
交
流
関
連
事
業
の
減
少
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。 

 　

そ
れ
ぞ
れ
の
助
成
事
業
種
目
の
給
付
金
額
と
給
付
件
数
の
そ
れ
ぞ
れ
の
総
計
に
占
め
る
割
合
を
円
グ
ラ
フ
に
示
す
（
図
18
、
19
）。

給
付
合
計
額
の
総
計
に
占
め
る
割
合
は
、
自
然
科
学
系
学
術
研
究
助
成
三
四
・
三
％
、
育
英
奨
学
一
二
・
一
％
、
学
会
等
開
催
助
成
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一
二
・
〇
％
、
学
芸
奨
励
八
・
八
％
、
外
国
人
来
日
研
究
助
成
七
・
五
％
、
海
外
学
術
交
流
研
究
助
成
五
・
七
％
、
丹
羽
奨
励
五
・
五
％
、

留
学
学
芸
奨
励
四
・
二
％
、
留
学
育
英
奨
学
四
・
二
％
、
人
文
・
社
会
科
学
系
学
術
研
究
助
成
二
・
八
％
、
教
育
実
践
一
・
三
％
、
研
究
機

関
の
国
際
交
流
特
別
助
成
一
・
一
％
、
地
域
の
学
術
文
化
振
興
助
成
〇
・
三
五
％
、
そ
の
他
の
国
際
交
流
助
成
〇
・
一
八
％
の
順
と
な
る
。 

 　

各
助
成
事
業
種
目
の
給
付
件
数
の
総
計
に
占
め
る
割
合
は
、
学
会
等
開
催
助
成
三
〇
・
一
％
、
海
外
学
術
交
流
研
究
助
成

図 19　全事業総計（件数）

図 18　全事業総計（金額）
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一
六
・
四
％
、
育
英
奨
学
一
五
・
八
％
、
学
芸
奨
励
一
一
・
四
％
、
丹
羽
奨
励
六
・
二
％
、
留
学
学
芸
奨
励
四
・
七
％
、
留
学
育
英
奨
学
四
・

四
％
、
自
然
科
学
系
学
術
研
究
助
成
三
・
五
％
、
外
国
人
来
日
研
究
助
成
二
・
〇
％
、
研
究
機
関
の
国
際
交
流
特
別
助
成
一
・
九
％
、
人
文
・

社
会
科
学
系
学
術
研
究
助
成
一
・
三
％
、
教
育
実
践
一
・
〇
％
、
地
域
の
学
術
文
化
振
興
助
成
〇
・
八
四
％
、
そ
の
他
の
国
際
交
流
助
成
〇
・

三
九
％
の
順
と
な
る
。

五　

大
幸
財
団
の
助
成
事
業
以
外
の
事
業

）
18
（

（
一
）
講
演
会

　

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
一
月
に
第
一
回
「
大
幸
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
名
の
も
と
に
講
演
会
が
企
画
さ
れ
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年

六
月
ま
で
に
六
回
開
催
さ
れ
た
。
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
か
ら
は
「
大
幸
セ
ミ
ナ
ー
」
と
名
を
変
え
て
、
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）

年
ま
で
は
一
年
間
に
二
回
、
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
以
後
毎
年
一
回
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

平
成
十
二
（
一
九
九
六
）
年
九
月
は
大
幸
財
団
創
立
二
十
周
年
に
当
た
る
た
め
「
創
立
二
十
周
年
講
演
会
」
と
し
て
「
法
然
に
つ
い

て
」
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問　

梅
原
猛
［
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
九
月
二
十
四
日
、愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
］
が
開
催
さ
れ
た
。

　

第
九
回
大
幸
セ
ミ
ナ
ー
「
日
本
食
で
長
命
を
長
寿
に
―
世
界
調
査
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
」
家
森
幸
男W

H
O

循
環
器
疾
患
国
際
共

同
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
兵
庫
県
健
康
財
団
会
長
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
［
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
十
一
月
十
二
日
、
東
海
テ
レ
ビ
・

テ
レ
ピ
ア
ホ
ー
ル
］
は
、同
年
七
月
十
一
日
に
逝
去
さ
れ
た
芦
田
淳　

大
幸
財
団
第
二
代
理
事
長
の
追
悼
講
演
会
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
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第
二
十
三
回
ま
で
の
大
幸
セ
ミ
ナ
ー
は
『
大
幸
財
団
三
十
五
年
史

）
18
（

』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
後
の
大
幸
セ
ミ
ナ
ー
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

　

第
二
十
四
回
大
幸
セ
ミ
ナ
ー
「
イ
ス
ラ
ム
と
現
代
世
界
―
平
和
と
共
生
へ
の
視
点
―
」
同
志
社
大
学
教
授　

中
西
久
枝
［
平
成

二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
十
一
月
五
日
、
中
電
ホ
ー
ル

）
19
（

］

　

第
二
十
五
回
大
幸
セ
ミ
ナ
ー
「
日
本
の
医
道
と
眼
科
学
」
愛
知
医
科
大
学
理
事
長　

三
宅
養
三
［
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年

十
一
月
四
日
、
中
電
ホ
ー
ル

）
20
（

］

　

第
二
十
六
回
大
幸
セ
ミ
ナ
ー
「
人
生
を
終
え
る
に
当
た
っ
て
―
死
に
向
き
合
う
私
の
心
得
―
」
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授　

田
嶋
毓
堂

［
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
十
一
月
三
日
、
愛
知
学
院
大
学
名
城
公
園
キ
ャ
ン
パ
ス
明
倫
ホ
ー
ル

）
21
（

］

　

第
二
十
七
回
大
幸
セ
ミ
ナ
ー
「
悪
夢
の
細
菌
―
多
剤
耐
性
菌
の
克
服
に
向
け
た
国
内
外
の
取
り
組
み
」
名
古
屋
大
学
医
学
部
教
授　

荒
川
宜
親
［
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
十
一
月
二
日
、
中
電
ホ
ー
ル

）
22
（

］

　

令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
の
た
め
に
大
幸
セ
ミ
ナ
ー
は
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
度
再
開
さ
れ
た
（
第
二
十
八
回
大
幸
セ
ミ
ナ
ー
「
カ
ビ
と
人
間
―
カ
ビ
は
味
方
か
敵
か
―
」
名
古
屋
大

学
名
誉
教
授　

塚
越
規
弘
［
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
十
一
月
五
日
、
中
電
ホ
ー
ル
］）。

（
二
）
そ
の
他
の
事
業

　

昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
十
一
月
大
幸
財
団
が
実
施
し
た
「
生
涯
教
育
方
法
論
」
に
関
す
る
論
文
募
集
に
対
し
て
六
九
件
の
応
募
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が
あ
り
、
審
査
委
員
会
に
て
特
選
一
編
、
入
選
一
編
、
佳
作
六
編
が
選
ば
れ
た
。
特
選
及
び
入
選
論
文
と
佳
作
論
文
の
う
ち
三
編
を
選

び
、
合
計
六
編
の
論
文
が
『
生
涯
教
育
方
法
論
』［
昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
十
月
三
十
日　

財
団
法
人
大
幸
財
団
発
行

）
23
（

］
と
し

て
印
刷
刊
行
さ
れ
た
。

　

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
一
月
に
は
「
生
涯
教
育
実
践
論
」
に
関
す
る
論
文
募
集
を
行
い
、
一
二
一
件
の
応
募
が
あ
っ
た
。
特
選
一

編
、
入
選
三
編
、
佳
作
四
編
、
努
力
賞
一
編
が
選
ば
れ
て
表
彰
さ
れ
た
。
特
選
及
び
入
選
論
文
、
佳
作
論
文
か
ら
選
ば
れ
た
三
編
、
努

力
賞
論
文
の
合
計
八
編
が
『
生
涯
教
育
実
践
論
』［
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
十
二
月
二
十
日
、
財
団
法
人
大
幸
財
団
発
行

）
24
（

］
と
い
う

書
物
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
十
一
月
に
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
協
賛
し
て
弁
論
大
会
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
五
五
人
が
応
募
し
た
。
第
一
位
か
ら
五
位
と
努
力
賞
一
人
が
表
彰
さ
れ
た

）
25
（

。

　

そ
の
当
時
「
生
涯
教
育
」
に
関
す
る
論
文
募
集
あ
る
い
は
「
生
涯
学
習
」
に
関
す
る
弁
論
大
会
の
開
催
な
ど
、
生
涯
教
育
、
生
涯
学

習
の
重
要
性
に
関
す
る
理
事
会
議
長
（
理
事
長
）
の
発
言
と
提
案
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
［
第
十
七
回
理
事
会
、昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）

年
十
月
六
日
］。
ま
た
、
前
述
の
『
生
涯
教
育
実
践
論
』
が
発
行
さ
れ
た
と
き
は
芦
田
淳
第
二
代
理
事
長
の
時
代
で
、
こ
の
本
の
挨
拶

の
中
で
「
丹
羽
兵
助
前
理
事
長
の
発
想
に
よ
り
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
生
涯
教
育
方
法
論
の
論
文
募
集
を
行
い
ま
し
た
。」
と
明
確
に

述
べ
て
い
る
。
丹
羽
初
代
理
事
長
の
発
想
の
原
点
と
由
来
及
び
そ
の
発
想
を
「
論
文
募
集
と
弁
論
大
会
」
と
い
う
形
で
具
体
化
す
る
こ

と
に
な
っ
た
過
程
の
議
論
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

平
成
五
年
に
実
施
さ
れ
た
生
涯
学
習
に
関
す
る
弁
論
大
会
以
後
は
、
大
幸
財
団
の
助
成
事
業
の
中
で
、
生
涯
教
育
・
生
涯
学
習
を
主

た
る
目
標
と
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
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六　

名
古
屋
大
学
大
幸
キ
ャ
ン
パ
ス
と
大
幸
財
団
事
務
所
（
大
幸
会
館
）
用
地

　

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
分
院
は
、
戦
時
中
に
陸
海
軍
軍
医
の
増
員
に
対
応
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
附
属
医
学
専
門
部
の
実

習
病
院
に
当
て
る
た
め
に
中
区
東
新
町
南
西
角
に
あ
っ
た
陸
田
ビ
ル
の
寄
贈
を
受
け
、昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
九
月
に
開
院
し
た
。

戦
後
、
国
道
四
十
一
号
線
の
拡
幅
計
画
に
よ
り
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
東
区
東
門
前
町
二
―
一
（
現
・
東
区
東
桜
一
丁
目
十
二
番

一
号
）
に
換
地
が
割
り
当
て
ら
れ
、
そ
こ
に
第
二
代
目
の
分
院
が
建
設
さ
れ
、
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
九
月
に
開
院
し
た
。

　

第
二
代
分
院
は
、
建
設
直
後
か
ら
患
者
が
急
増
し
、
そ
の
狭
隘
の
た
め
に
病
院
機
能
の
維
持
が
極
め
て
困
難
と
な
り
、
よ
り
広
く
よ

り
快
適
な
分
院
の
建
設
が
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
分
院
の
新
し
い
建
設
地
を
探
す
過
程
で
、
愛
知
教
育
大
学

名
古
屋
分
校
と
岡
崎
分
校
の
刈
谷
新
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
統
合
移
転
計
画
が
成
っ
た
後
の
名
古
屋
分
校
の
跡
地
が
新
し
い
分
院
の
建
設
用

地
と
し
て
白
羽
の
矢
が
当
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
は
、
芦
田
学
長
に
そ
の
土
地
の
名
古
屋
大
学
へ
の
移
管
の
要
請

を
行
い
、
そ
れ
を
受
け
て
芦
田
学
長
は
丹
羽
兵
助
後
援
会
長
と
文
部
省
と
折
衝
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
七
月
十
日
に
愛
知
教
育
大
学
名
古
屋
分
校
の
大
学
部
分
の
移
転
後
の
跡
地
六
万
五
二
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
（
図
3
大
幸
地
区
土
地
見
取
図　

②
③
④
）
を
名
古
屋
大
学
へ
移
管
す
る
こ
と
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
土
地
の
面

積
は
、
現
在
の
資
料
に
よ
る
と
六
万
五
七
七
六
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
の
差
異
は
帳
簿
上
の
面
積
と
実
測
値
の
違
い
と
考
え
ら
れ
る
。

上
述
の
図
3
に
示
さ
れ
て
い
る
面
積
は
実
測
値
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

大
幸
財
団
成
立
時
の
保
有
資
産
で
あ
っ
た
後
援
会
か
ら
引
き
継
い
だ
野
球
場
（
図
3
大
幸
地
区
の
土
地
見
取
図　

⑥
）
の
南
の
端

に
は
大
幸
財
団
の
事
務
所
の
プ
レ
ハ
ブ
建
築
物
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
処
分
の
対
象
に
な
っ
た
の
で
、
新
し
く
事
務
所
を
建
設
す
る
必
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要
が
あ
っ
た
。
そ
の
建
設
用
地
と
し
て
、
既
に
名
古
屋
大
学
へ
移
管
が
決
ま
っ
て
い
た
土
地
の
東
北
角
の
部
分
一
六
五
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
（
名
古
屋
市
東
区
大
幸
南
一
―
一
―
二
二
）（
図
3
大
幸
地
区
見
取
図　

④
）
の
譲
渡
を
受
け
る
べ
く
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）

年
に
名
古
屋
大
学
と
交
渉
が
始
め
ら
れ
、
昭
和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
八
月
十
二
日
に
大
幸
財
団
は
東
海
財
務
局
と
売
買
契
約
を
結

び
、
売
買
代
金
二
億
九
六
六
三
万
七
〇
〇
〇
円
を
支
払
い
、
同
年
十
月
七
日
こ
の
土
地
の
所
有
権
移
転
が
完
了
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和

五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
度
に
そ
の
土
地
に
大
幸
会
館
が
建
設
さ
れ
、
昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
三
月
二
十
四
日
に
竣
工
式
が
挙

行
さ
れ
た
。
大
幸
会
館
の
建
設
費
は
二
億
四
八
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
既
に
名
古
屋
大
学
へ
移
管
が
決
ま
っ
て
い
た
土
地
の
南
東
部
分
の
一
部
一
万
五
六
六
三
平
方
メ
ー
ト
ル
が
昭

和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
三
月
に
名
古
屋
市
立
矢
田
中
学
校
用
地
と
し
て
名
古
屋
市
に
譲
渡
さ
れ
た
。

　

当
初
、
名
古
屋
大
学
へ
移
管
さ
れ
た
六
万
五
七
七
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
面
積
は
、
名
古
屋
市
立
矢
田
中
学
校
と
大
幸
財
団
の
両
施
設

用
地
の
合
計
面
積
一
万
七
三
一
三
平
方
メ
ー
ト
ル
を
減
じ
て
、
四
万
八
四
六
三
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
。

　

名
古
屋
大
学
へ
移
管
さ
れ
た
土
地
に
は
、
第
三
代
目
の
附
属
病
院
分
院
が
建
設
さ
れ
、
昭
和
五
十
四
（
一
九
七
九
）
年
六
月
二
十
八

日
に
移
転
し
た
。
こ
の
第
三
代
目
分
院
は
、
二
代
目
分
院
に
比
べ
る
と
三
倍
を
超
え
る
延
床
面
積
を
有
し
、
す
べ
て
の
面
で
近
代
化
さ

れ
た
病
院
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
分
院
も
、
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
十
一
月
三
十
日
に
附
属
病
院
へ
統
合
さ
れ
た
。

　

ま
た
、昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
十
月
一
日
に
、名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
が
併
設
さ
れ
、昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）

年
度
に
看
護
学
科
、
昭
和
五
十
四
（
一
九
七
九
）
年
度
に
衛
生
技
術
学
科
、
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
度
に
診
療
放
射
線
技
術
学

科
、
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
二
）
年
度
に
専
攻
科
助
産
学
特
別
専
攻
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
医
療
技
術
短
期
大
学
部
も
大
幸
キ
ャ
ン
パ

ス
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
医
療
技
術
短
期
大
学
部
発
足
時
に
は
、
愛
知
教
育
大
学
名
古
屋
分
校
の
大
学
部
分
が
改
修
し
て
使
用
し
て
い

た
大
幸
工
場
本
館
の
建
物
の
約
三
分
の
一
を
撤
去
し
た
上
で
使
用
さ
れ
た
。
愛
知
教
育
大
学
名
古
屋
分
校
が
使
用
し
て
い
た
別
館
は
撤



59

去
さ
れ
た
。

七　

大
幸
財
団
の
資
産
の
推
移

　

大
幸
財
団
が
そ
の
前
身
組
織
で
あ
っ
た
後
援
会
か
ら
引
き
継
い
だ
資
産
は
、
附
属
中
学
校
南
側
の
野
球
場
で
あ
っ
た
。
前
に
述
べ
た

よ
う
に
、
そ
の
資
産
は
日
本
住
宅
公
団
（
現
・
日
本
住
宅
都
市
整
備
公
団
）
に
二
七
億
九
〇
〇
〇
万
円
で
売
却
さ
れ
、
そ
れ
が
大
幸
財

団
発
足
時
の
資
産
と
な
っ
た
。

　

大
幸
財
団
が
成
立
し
た
昭
和
五
十
五（
一
九
八
〇
）年
度
か
ら
令
和
二（
二
〇
二
〇
）年
度
ま
で
の
四
十
年
間
の
資
金
の
運
用
益
、収
入
、

利
率
、
支
出
の
推
移
を
図
20
に
示
す
。
ま
た
、
支
出
を
事
業
費
と
管
理
費
に
分
け
、
図
21
に
示
す
。

　

昭
和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
度
の
支
出
（
管
理
費
）
の
大
部
分
は
、
既
に
述
べ
た
大
幸
財
団
事
務
所
（
大
幸
会
館
）
用
地
の
取
得

費
用
で
あ
る
（
図
20
、21
）。
ま
た
、昭
和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
度
の
支
出
（
管
理
費
）
の
大
部
分
は
大
幸
会
館
の
建
設
費
で
あ
る
（
図

20
、
21
）。

　

大
幸
財
団
の
資
金
の
運
用
益
と
収
入
利
率
の
四
十
年
間
の
推
移
（
図
20
）
は
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る

）
18
（

。

昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
―
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
度　

高
運
用
益
・
高
収
入
利
率
期

平
成
五
（
一
九
九
三
）
―
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
度　

バ
ブ
ル
崩
壊
期

平
成
八
（
一
九
九
六
）
―
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
度　

低
運
用
益
・
低
収
入
利
率
期
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図 20　収入・収入利率・支出の推移

図 21　事業費・管理費別支出の実績
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平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
―
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
度　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
影
響
期 

 

平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
―
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
度　

回

復
期 

 

令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
以
降　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
流
行
期 

 　

大
幸
財
団
が
成
立
し
た
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
度
か

ら
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
ま
で
の
四
十
年
間
の
資
産
合
計

額
の
推
移
を
図
22
に
示
す
。
大
幸
財
団
発
足
後
の
初
期
に
は
大

幸
会
館
用
地
の
取
得
と
大
幸
会
館
の
建
設
費
と
し
て
合
計
お
よ

そ
五
億
五
〇
〇
〇
万
円
の
支
出
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
当
時
は
高

運
用
益
・
高
収
入
期
に
あ
り
、
資
産
合
計
額
は
増
加
し
、
平
成

四
（
一
九
九
二
）
年
度
に
は
お
よ
そ
四
〇
億
円
に
達
し
た
。
そ
の

後
、
低
運
用
益
・
低
収
入
利
率
期
に
は
資
産
合
計
額
は
横
ば
い

の
状
態
が
続
い
た
。
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
度
以
降
四
年

間
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
影
響
期
に
は
、
資
産
合
計
額
に
最
大
約

二
億
七
〇
〇
〇
万
円
の
減
少
が
起
き
た
。
平
成
二
十
四（
二
〇
一
二
）

図 22　資産の推移
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年
度
か
ら
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
の
回
復
期
に
入
る
と
資
産
合
計
額
は
増
加
し
た
。
し
か
し
、
回
復
期
で
も
資
産
合
計
額
は
為
替

の
影
響
を
受
け
、
円
高
が
進
行
す
る
年
度
の
資
産
総
額
は
減
少
を
示
し
た
。
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
値

四
十
七
億
円
余
に
達
し
た
。

八　

大
幸
財
団
の
歴
代
理
事
長

）
18
（

（
一
）�

丹
羽
兵
助
初
代
理
事
長
［
理
事
長
在
任
期
間
・
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
九
月
三
日
―
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
十
一
月
二
日
］

　

明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
愛
知
県
東
春
日
井
郡
守
山
町
（
現
・
名
古
屋
市
守
山
区
）
生
ま
れ
。
守
山
町
議
会
議
員
、
愛
知
県
議

会
議
員
を
経
て
、
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
二
月
衆
議
院
議
員
に
初
当
選
し
、
以
後
計
十
二
回
当
選
。
第
二
次
田
中
第
二
回
改
造
内

閣
で
国
土
庁
長
官
、
第
一
次
中
曽
根
内
閣
で
総
理
府
総
務
長
官
兼
沖
縄
開
発
庁
長
官
、
竹
下
内
閣
で
労
働
大
臣
を
歴
任
。

　

愛
知
県
議
会
議
員
の
時
、
戦
後
の
教
育
改
革
の
結
果
誕
生
し
た
愛
知
学
芸
大
学
名
古
屋
分
校
の
施
設
整
備
を
図
る
た
め
に
後
援
会
が

結
成
さ
れ
、
そ
の
会
長
に
就
任
し
た
。
後
援
会
が
附
属
学
校
を
含
め
た
名
古
屋
分
校
全
体
の
大
幸
地
区
へ
の
移
転
と
い
う
大
事
業
に
成

功
し
た
の
は
偏
に
丹
羽
会
長
の
力
量
に
負
う
所
が
大
き
い
。

　

後
援
会
が
そ
の
役
割
を
終
え
て
解
散
し
た
後
、
そ
の
遺
産
を
継
承
す
る
大
幸
財
団
の
初
代
理
事
長
に
就
任
し
た
。

　

平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
十
月
二
十
一
日
、
丹
羽
兵
助
衆
議
院
議
員
は
自
衛
隊
第
十
師
団
守
山
駐
屯
地
で
開
か
れ
た
自
衛
隊
記
念
日

観
覧
式
に
招
待
さ
れ
て
出
席
し
た
。
記
念
行
事
が
行
わ
れ
る
会
場
に
向
か
う
途
中
で
暴
漢
に
襲
わ
れ
、
刃
渡
り
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

果
物
ナ
イ
フ
で
頚
部
を
刺
さ
れ
る
と
い
う
不
慮
の
事
件
に
遭
遇
し
た
。
そ
の
結
果
、
十
一
月
二
日
死
去
し
た
。
享
年
七
十
九
歳
。



63

　

丹
羽
初
代
理
事
長
の
功
績
の
顕
彰
の
た
め
に
、
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
か
ら
立
ち
上
げ
ら
れ
た
美
術
・
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
・
体

育
等
の
分
野
で
卓
越
し
た
能
力
を
有
す
る
学
生
・
生
徒
へ
の
助
成
金
給
付
事
業
に
対
し
て
、
丹
羽
の
名
を
冠
し
て
「
丹
羽
学
芸
奨
励
事

業
」
と
命
名
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
現
在
で
は
「
丹
羽
奨
励
事
業
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
二
）
芦
田
淳
第
二
代
理
事
長
［
理
事
長
在
任
期
間
・
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
十
二
月
八
日
―
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
三
月
三
十
一
日
］

　

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
、
兵
庫
県
水
上
郡
市
島
町
（
現
・
兵
庫
県
芦
屋
市
）
生
ま
れ
。
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
東
京
帝
国
大

学
農
学
部
農
芸
化
学
科
卒
業
、
大
阪
帝
国
大
学
産
業
科
学
講
師
、
助
教
授
を
経
て
、
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
名
古
屋
大
学
農
学

部
農
芸
化
学
科
栄
養
化
学
講
座
教
授
に
就
任
。
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
か
ら
昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
ま
で
名
古
屋
大
学

農
学
部
長
、
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
五
月
名
古
屋
大
学
長
事
務
取
扱
、
同
年
七
月
名
古
屋
大
学
長
に
就
任
。
当
時
全
国
的
規
模

の
大
学
紛
争
の
嵐
が
名
古
屋
大
学
に
も
波
及
し
、
過
激
派
学
生
が
大
学
本
部
と
教
養
部
を
封
鎖
し
た
り
、
芦
田
学
長
を
一
時
軟
禁
す
る

な
ど
の
事
件
が
発
生
し
た
。
そ
の
年
の
十
一
月
に
警
察
の
立
ち
入
り
と
教
職
員
、
学
生
に
よ
り
封
鎖
は
解
除
さ
れ
た
。

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
名
古
屋
市
中
区
東
新
町
南
西
角
に
あ
っ
た
附
属
病
院
分
院
は
国
道
四
十
一
号
線
の
拡
幅
計
画
に
よ
り
撤
去
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
換
地
で
取
得
し
た
東
区
東
門
前
町
二
―
一
（
現
在
の
東
区
東
桜
二
丁
目
十
二
番
一
号
）
に
建
設
さ
れ
た
第
二
代
目

の
建
物
に
移
転
し
た
。
戦
後
、
患
者
の
激
増
の
た
め
に
病
院
機
能
の
維
持
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
と
な
り
、
新
し
い
移
転
先
を
模
索
す
る

動
き
の
中
で
、
愛
知
教
育
大
学
名
古
屋
分
校
の
刈
谷
新
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
統
合
移
転
後
の
跡
地
に
白
羽
の
矢
が
当
て
ら
れ
た
。
医
学
部

か
ら
の
強
い
要
請
を
受
け
た
芦
田
学
長
は
、
丹
羽
兵
助
後
援
会
長
と
文
部
省
に
対
し
、
そ
の
旨
の
要
請
を
行
い
、
そ
れ
が
実
現
し
た
。

昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
名
古
屋
大
学
長
退
任
後
、
椙
山
女
学
園
大
学
教
授
、
家
政
学
部
長
、
学
長
、
学
校
法
人
林
学
園
理
事
長
、

学
校
法
人
椙
山
女
学
園
理
事
長
を
務
め
た
。
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昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
四
月
三
十
日
大
幸
財
団
評
議
員
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
六
月
二
十
三
日
理
事
、
同
年
十
一
月
二

日
に
丹
羽
兵
助
初
代
理
事
長
の
死
去
の
後
、
同
年
十
二
月
八
日
に
第
二
代
理
事
長
に
就
任
し
た
。
理
事
長
就
任
後
、
大
幸
財
団
の
実
施

す
る
助
成
事
業
の
種
目
の
充
実
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
現
行
の
公
益
事
業
の
体
制
を
ほ
ぼ
完
成
さ
せ
た
。
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年

三
月
三
十
一
日
理
事
長
退
任
後
も
常
務
理
事
を
務
め
た
。

　

昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
勲
一
等
瑞
宝
章
を
受
章
。
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
七
月
十
一
日
逝
去
、
享
年
八
十
七
歳
。

（
三
）
永
澤
満
第
三
代
理
事
長
［
理
事
長
在
任
期
間
・
平
成
十
（
一
九
九
八
）
四
月
一
日
―
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
三
月
三
十
一
日
］

　

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
長
崎
県
生
ま
れ
。
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
東
京
工
業
大
学
応
用
化
学
科
卒
業
、
名
古
屋
大
学
工
学

部
講
師
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
交
換
留
学
生
と
し
て
米
国
シ
カ
ゴ
大
学
及
び
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
留
学
を
経
て
、
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）

年
名
古
屋
大
学
工
学
部
合
成
化
学
科
教
授
に
就
任
。
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
か
ら
昭
和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
ま
で
名
古
屋

大
学
工
学
部
長
、
つ
い
で
名
古
屋
大
学
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
歴
任
し
、
昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
停
年
退
官
。

　

つ
い
で
、
豊
田
工
業
大
学
教
授
、
同
大
学
図
書
館
長
、
副
学
長
、
学
校
法
人
ト
ヨ
タ
学
園
理
事
、
豊
田
工
業
大
学
長
、
豊
田
工
業
大

学
シ
カ
ゴ
校
学
長
を
歴
任
し
、
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
豊
田
工
業
大
学
退
任
、
平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
豊
田
工
業
大
学
シ

カ
ゴ
校
学
長
退
任
。

　

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
一
月
十
九
日
大
幸
財
団
評
議
員
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
四
月
一
日
理
事
、
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年

四
月
一
日
理
事
長
に
就
任
し
、
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
十
年
間
理
事
長
を
務
め
た
後
辞
任
し
た
が
、
更
に
平

成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
理
事
を
務
め
た
。

　

大
幸
財
団
は
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
四
月
一
日
か
ら
公
益
財
団
法
人
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
新
し
い
公
益
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財
団
法
人
で
は
評
議
員
会
が
法
人
の
最
高
議
決
機
関
で
、
理
事
・
監
事
の
任
免
は
評
議
員
会
の
役
割
と
な
っ
た
。
公
益
財
団
法
人
大
幸

財
団
の
再
出
発
に
際
し
、
永
澤
前
理
事
長
は
評
議
員
会
議
長
に
選
任
さ
れ
た
。
新
し
い
公
益
法
人
と
し
て
の
再
出
発
に
際
し
て
法
律
改

正
に
よ
り
こ
れ
ま
で
未
経
験
の
新
し
い
事
態
に
会
う
こ
と
も
多
く
、こ
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
評
議
員
会
議
長
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
は
、

大
幸
財
団
の
役
員
の
間
に
永
澤
前
理
事
長
に
対
す
る
信
頼
感
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
勲
二
等
瑞
宝
章
受
章
。
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
五
月
八
日
逝
去
、
享
年
九
十
八
歳
。

（
四
）�

塩
澤
君
夫
第
四
代
理
事
長
［
理
事
長
在
任
期
間
・
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
四
月
一
日
―
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
六

月
三
十
日
］

　

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
、
東
京
生
ま
れ
。
東
北
帝
国
大
学
文
学
部
経
済
学
科
卒
業
、
東
北
大
学
経
済
学
部
助
手
、
講
師
を
経
て
、

昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
教
授
に
就
任
。
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
か
ら
昭
和
四
十
九
（
一
九
八
六
）

年
ま
で
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
長
、
昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
か
ら
昭
和
六
十
（
一
九
八
六
）
年
ま
で
名
古
屋
大
学
学
生
部
長
を

歴
任
し
、
昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
名
古
屋
大
学
停
年
退
官
。
そ
の
後
、
名
城
大
学
商
学
部
教
授
を
経
て
、
平
成
三
（
一
九
九
一
）

年
か
ら
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
ま
で
愛
知
県
立
大
学
長
を
歴
任
。

　

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
大
幸
財
団
評
議
員
、平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）

年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
六
月
十
三
日
ま
で
理
事
、
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
八
月
一
日
か
ら
常
務
理
事
、

平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
六
月
三
十
日
ま
で
理
事
長
。

　

自
然
科
学
系
学
術
研
究
助
成
は
、
助
成
事
業
種
目
が
大
幅
に
増
加
さ
れ
た
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
か
ら
立
ち
上
げ
ら
れ
た
が
、

人
文
・
社
会
科
学
系
学
術
研
究
助
成
事
業
の
開
始
時
期
は
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
十
三
事
業
種
目
中
最
も
遅
か
っ
た
。
遅
れ
ば
せ
な
が
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ら
、
人
文
・
社
会
科
学
系
学
術
研
究
助
成
事
業
が
実
施
さ
れ
た
の
に
は
、
自
ら
が
人
文
・
社
会
科
学
系
の
研
究
領
域
の
研
究
者
で
あ
る

塩
澤
理
事
長
の
強
い
希
望
と
意
志
の
結
果
と
み
ら
れ
る
。

　

塩
澤
理
事
長
が
就
任
し
た
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
世
界
的
経
済
不
況
が
起
き
て
、
大
幸
財

団
の
資
金
運
用
の
利
金
収
入
が
減
少
し
た
。
こ
の
事
態
に
対
し
て
、
大
幸
財
団
は
多
く
の
助
成
種
目
で
、
給
付
件
数
を
で
き
る
だ
け
維

持
し
、
一
件
あ
た
り
の
給
付
金
額
の
削
減
の
方
針
で
臨
む
方
針
が
採
ら
れ
た
。
そ
の
後
世
界
的
経
済
不
況
か
ら
の
回
復
と
共
に
、
多
く

の
助
成
事
業
種
目
に
お
い
て
給
付
件
数
、
給
付
合
計
額
の
増
加
が
図
ら
れ
た
。

　

平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
勲
二
等
旭
日
重
光
章
受
章
。

（
五
）
加
藤
延
夫
第
五
代
理
事
長
［
理
事
長
在
任
期
間
・
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
六
月
十
三
日
―
現
在
］

　

昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
名
古
屋
市
生
ま
れ
。
昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
名
古
屋
大
学
医
学
部
卒
業
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
医

学
研
究
科
内
科
学
専
攻
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
細
菌
学
講
座
助
手
、
講
師
、
愛
知
学
院
大
学
歯
学
部
微
生
物
学
講
座
助
教
授
を
経
て
、

フ
ン
ボ
ル
ト
奨
学
金
を
得
て
ド
イ
ツ
・
ギ
ー
セ
ン
大
学
ウ
イ
ル
ス
学
教
室
に
移
っ
た
。

　

ギ
ー
セ
ン
大
学
で
研
究
生
活
を
送
っ
て
い
た
昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
、
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
頃
、
名
古
屋
大
学
医
学
部

で
は
、
教
授
選
考
を
巡
っ
て
い
わ
ゆ
る
医
学
部
紛
争
が
起
き
、
当
時
全
国
を
吹
き
荒
れ
て
い
た
大
学
紛
争
の
嵐
と
重
な
り
、
複
雑
な
様

相
を
呈
し
て
解
決
の
目
途
が
立
っ
て
い
な
か
っ
た
。当
時
細
菌
学
講
座
の
教
授
が
医
学
部
長
を
勤
め
て
お
り
、昭
和
四
十
三（
一
九
六
八
）

年
九
月
に
教
授
を
辞
任
し
、
つ
い
で
細
菌
学
講
座
の
教
官
全
員
も
辞
任
し
、
細
菌
学
講
座
に
は
大
学
院
生
三
名
の
み
が
残
さ
れ
る
と
い

う
異
常
事
態
が
起
き
た
。
名
古
屋
大
学
医
学
部
で
は
、
昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
度
後
期
に
始
ま
る
細
菌
学
教
育
を
担
当
す
る
た

め
に
急
ぎ
ギ
ー
セ
ン
か
ら
帰
国
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
そ
の
要
請
を
受
け
帰
国
し
て
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
細
菌
学
教
育
を
担
当
す
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る
と
共
に
、
紛
争
の
正
常
化
に
当
た
っ
た
。
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
名
古
屋
大
学
医
学
部
細
菌
学
講
座
助
教
授
、
昭
和
四
十
八

（
一
九
七
三
）
年
同
教
授
に
就
任
。

　

昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
名
古
屋
大
学
医
学
部
長
と
な
り
、医
学
部
紛
争
の
正
常
化
を
果
た
し
た
。
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）

年
か
ら
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
ま
で
の
二
期
四
年
間
再
び
医
学
部
長
を
勤
め
、
医
学
部
紛
争
の
影
響
で
停
滞
し
て
い
た
医
学
部
の

教
授
選
考
と
施
設
整
備
等
の
促
進
に
尽
力
し
た
。
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
に
新
し
く
名
古
屋
大
学
の
所
管
に
な
っ
た
大
幸
キ
ャ
ン

パ
ス
の
附
属
病
院
分
院
の
新
築
移
転
と
医
学
部
附
属
看
護
学
校
、
助
産
婦
学
校
、
臨
床
検
査
技
師
学
校
、
診
療
放
射
線
技
師
学
校
を
統

合
し
て
、
医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
創
設
を
果
た
し
た
。

　

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
四
月
、
早
川
幸
男
第
九
代
学
長
の
逝
去
に
よ
り
第
十
代
総
長
に
就
任
し
た
（
総
長
の
呼
称
が
復
活
）。
総

長
任
期
中
の
大
幸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
関
わ
る
主
な
事
績
と
し
て
、
三
年
制
の
医
療
技
術
短
期
大
学
部
を
四
年
制
の
医
学
部
保
健
学
科
へ
の

昇
格
、
附
属
病
院
分
院
の
改
組
が
あ
る
。
附
属
病
院
分
院
の
改
組
は
、
本
院
と
同
一
市
内
に
分
院
の
存
在
を
認
め
な
い
と
す
る
国
の
方

針
に
よ
る
も
の
で
、
鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
の
本
院
へ
吸
収
し
て
改
組
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

平
成
四
（
一
九
九
九
二
）
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
大
幸
財
団
理
事
、平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）

年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
月
三
十
一
日
ま
で
監
事
、
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
六
月
十
三
日
ま
で
評
議
員
、以
後
現
在
ま
で
理
事
長
。
理
事
長
に
就
任
し
た
最
初
の
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）

年
度
の
全
助
成
事
業
の
累
計
給
付
金
合
計
額
は
大
幸
財
団
四
十
年
の
歴
史
上
最
高
の
一
億
一
一
一
三
万
円
に
達
し
た
。
以
後
四
年
間
は

一
億
円
を
超
え
る
か
そ
れ
に
近
い
値
を
示
し
た
が
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
は
恐
ら
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
の

影
響
に
よ
り
給
付
件
数
、
給
付
合
計
額
共
に
若
干
の
減
少
が
認
め
ら
れ
た
。

　

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
瑞
宝
大
綬
章
受
章
。
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九　

結
び

　

大
幸
財
団
の
事
務
所
で
あ
る
大
幸
会
館
の
所
在
地
は
、
今
は
は
る
か
遠
い
昔
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
が
、
か
つ
て
は
軍

国
時
代
の
わ
が
国
の
代
表
的
軍
需
工
場
で
あ
っ
た
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
名
古
屋
発
動
機
製
作
所
大
幸
工
場
の
敷
地
で
あ
っ
た
。
昭
和

十
二
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
り
、
軍
用
航
空
機
の
需
要
が
増
加
し
た
た
め
名
古
屋
市
港
区
に
あ
っ
た
同
社
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
を
機

体
製
造
工
場
と
し
て
、
発
動
機
製
造
工
場
が
新
し
く
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
大
幸
工
場
は
最
盛
期
に
は
敷
地
面
積
九
六
万
平
方
メ
ー

ト
ル
の
広
さ
と
な
り
、
当
時
わ
が
国
で
作
ら
れ
た
軍
用
航
空
機
の
四
割
に
当
た
る
数
の
発
動
機
が
製
造
さ
れ
た
と
い
う
。

　

戦
局
が
改
ま
り
南
方
の
島
々
に
米
空
軍
爆
撃
機B

29

の
飛
行
場
が
整
備
さ
れ
る
と
、
本
格
的
な
日
本
本
土
空
襲
が
始
ま
っ
た
。
大

幸
工
場
は
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
二
月
十
三
日
の
名
古
屋
地
区
へ
の
最
初
の
空
襲
か
ら
標
的
に
さ
れ
た
。
筆
者
は
中
学
三
年
生

に
な
っ
た
そ
の
年
の
四
月
か
ら
学
徒
勤
労
動
員
令
に
よ
っ
て
名
古
屋
市
電
気
局
（
現
・
交
通
局
）
に
市
電
の
車
掌
と
し
て
名
古
屋
市
西

区
浄
心
町
に
あ
っ
た
浄
心
車
庫
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
終
戦
の
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
十
五
日
か
ら
二
か

月
後
ま
で
お
よ
そ
一
年
七
ヶ
月
間
動
員
は
継
続
さ
れ
た
。
名
古
屋
地
区
へ
の
空
襲
は
終
戦
ま
で
に
六
〇
回
を
超
え
、
市
街
地
を
走
る
市

電
の
窓
か
ら
眺
め
る
名
古
屋
の
町
並
は
次
第
に
焦
土
と
化
し
て
行
っ
た
。

　

忘
れ
得
ぬ
空
襲
の
一
つ
が
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
四
月
七
日
の
大
幸
工
場
へ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
午
後
四
時
頃
「
浄

心
―
東
大
曽
根
」
の
路
線
に
乗
務
し
、
山
口
町
の
電
停
付
近
で
空
襲
警
報
が
鳴
り
、
停
車
し
て
近
く
の
道
路
脇
の
防
空
壕
に
避
難
し
た
。

そ
の
空
襲
は
B
29
一
六
一
機
に
よ
る
も
の
で
、
大
幸
工
場
を
標
的
と
し
て
、
多
数
の
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
。
大
幸
工
場
だ
け
で
な
く
、

そ
の
西
方
に
あ
る
矢
田
、
大
曽
根
付
近
ま
で
多
数
の
爆
弾
が
落
ち
た
。
同
じ
路
線
に
乗
務
し
て
い
て
終
点
の
東
大
曽
根
停
留
所
付
近
の
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防
空
壕
に
避
難
し
て
い
た
友
人
は
そ
の
防
空
壕
へ
の
直
撃
弾
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
。
山
口
町
か
ら
終
点
の
東
大
曽
根
ま
で
は
五
分
も
あ

れ
ば
到
着
す
る
距
離
な
の
で
、
B
29
の
到
着
が
も
う
五
分
遅
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
ち
ら
の
出
発
が
も
う
五
分
早
け
れ
ば
、
そ
の
友
人

と
同
じ
運
命
を
辿
っ
た
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。
大
幸
会
館
の
敷
地
に
歩
を
進
め
る
と
き
、
こ
の
思
い
と
亡
く
な
っ
た
友
人
の
当
時
の
顔

が
脳
裏
を
よ
ぎ
る
。

　

国
鉄
中
央
線
の
大
曽
根
駅
に
は
一
〇
〇
人
程
の
客
が
居
り
、駅
員
の
機
転
で
丁
度
来
た
列
車
に
乗
せ
て
勝
川
駅
ま
で
避
難
さ
せ
た
後
、

動
員
さ
れ
て
い
た
女
子
挺
身
隊
員
を
含
む
駅
員
三
〇
人
が
駅
構
内
の
防
空
壕
に
避
難
し
た
。
不
運
に
も
そ
の
防
空
壕
に
直
撃
弾
が
命
中

し
全
員
犠
牲
と
な
っ
た
。
こ
の
事
実
は
終
戦
後
知
っ
た
。

　

大
幸
工
場
は
こ
の
と
き
の
爆
撃
を
含
め
、
合
計
七
回
の
空
襲
の
標
的
と
さ
れ
、
ほ
ぼ
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
。
終
戦
後
我
々
が
目
に
し

た
大
幸
工
場
は
、破
壊
前
の
国
鉄
中
央
線
か
ら
の
引
き
込
み
線
を
備
え
た
巨
大
な
工
場
の
面
影
は
無
く
、正
に
廃
墟
で
あ
っ
た
。し
か
し
、

そ
の
廃
墟
の
中
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
（
一
部
四
階
）
建
て
の
本
館
と
別
館
は
一
部
に
爆
弾
が
命
中
し
た
り
、
爆
弾
の
爆
発
に
よ

る
外
壁
の
損
傷
が
あ
っ
た
も
の
の
、
奇
跡
的
に
完
全
な
破
壊
は
免
れ
た
。
こ
の
本
館
は
大
幸
工
場
の
中
枢
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
建

物
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
不
死
鳥
の
よ
う
に
蘇
り
、
戦
後
の
教
育
改
革
の
結
果
誕
生
し
た
愛
知
学
芸
大
学
（
愛
知

教
育
大
学
）名
古
屋
分
校
の
大
学
部
分
の
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
れ
を
実
現
し
た
の
が
、大
幸
財
団
の
前
身
組
織
で
あ
っ

た
後
援
会
で
あ
っ
た
。
後
援
会
の
事
業
を
成
功
に
導
い
た
の
は
、
愛
知
県
、
名
古
屋
市
及
び
当
時
存
在
し
て
い
た
尾
張
三
市
八
郡
協
議

会
か
ら
の
財
政
的
支
援
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
戦
後
日
本
の
復
興
に
は
義
務
教
育
担
当
教
員
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識

が
関
係
者
間
に
浸
透
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
愛
知
教
育
大
学
名
古
屋
分
校
が
刈
谷
の
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
た
後
、
そ
の
本

館
は
、
爆
弾
に
よ
る
損
壊
が
激
し
か
っ
た
部
分
を
撤
去
し
た
上
で
名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
と
そ
れ
に
続
く
医
学
部
保
健
学

科
の
施
設
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
近
年
そ
の
本
館
も
撤
去
さ
れ
、
お
よ
そ
八
十
年
間
の
波
乱
に
富
ん
だ
運
命
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
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筆
者
は
昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
四
月
名
古
屋
大
学
医
学
部
長
の
任
に
つ
い
た
後
、前
年
七
月
に
名
古
屋
大
学
へ
移
管
が
決
ま
っ

た
大
幸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
附
属
病
院
分
院
と
医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
開
設
の
工
事
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
、
医
学
部
事
務
長
と
一
箇
月

に
一
回
程
見
廻
り
に
出
か
け
た
。
愛
知
教
育
大
学
名
古
屋
分
校
の
刈
谷
へ
の
移
転
は
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
四
月
に
完
了
し
、

そ
の
後
お
よ
そ
六
年
を
経
て
お
り
、
正
門
近
く
の
守
衛
室
に
守
衛
が
一
人
居
る
だ
け
の
状
態
で
、
五
〇
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
も
荒
れ
果
て
、
体
育
館
の
中
に
は
ホ
ー
ム
レ
ス
が
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
跡
が
あ
っ
た
。
本
館
は
近
所
の
子
ど
も
達
の
投
石
の
遊
び
場

に
な
っ
て
い
る
様
子
で
、
窓
ガ
ラ
ス
は
ほ
と
ん
ど
割
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
大
い
に
焦
り
、
一
日
も
早
い
整

備
工
事
の
開
始
を
祈
っ
た
。
そ
し
て
、
最
初
に
体
育
館
の
改
修
予
算
が
付
い
た
と
き
の
喜
び
は
今
な
お
鮮
明
に
記
憶
の
中
に
あ
る
。

　

愛
知
教
育
大
学
名
古
屋
分
校
の
大
学
部
分
の
刈
谷
新
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
の
あ
と
、
名
古
屋
大
学
へ
移
管
さ
れ
た
当
初
の
敷
地
面

積
は
、
六
万
五
七
七
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
名
古
屋
市
立
矢
田
中
学
校
建
設
用
地
と
し
て
一
万
六
〇
六
三
平

方
メ
ー
ト
ル
、
大
幸
財
団
用
地
と
し
て
一
六
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
譲
渡
さ
れ
た
結
果
、
名
古
屋
大
学
大
幸
キ
ャ
ン
パ
ス
の

面
積
は
四
万
八
四
六
三
平
方
メ
ー
ト
ル
に
減
少
し
た
。
こ
れ
ら
二
件
の
譲
渡
の
話
が
起
き
た
と
き
筆
者
は
名
古
屋
大
学
医
学
部
長
の
職

に
あ
り
、
少
し
で
も
広
い
第
二
医
系
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
設
を
願
っ
て
い
た
と
き
で
も
あ
り
、
切
歯
扼
腕
し
た
記
憶
が
あ
る
。
そ
の
三
十

数
年
後
に
大
幸
財
団
理
事
長
の
職
に
就
く
こ
と
な
ど
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。

　

大
幸
財
団
の
成
立
後
翌
年
か
ら
開
始
さ
れ
て
以
後
四
十
年
間
の
助
成
事
業
の
給
付
金
総
計
額
は
二
十
六
億
一
三
二
五
万
円
余
り

に
な
る
。
こ
の
金
額
は
、
大
幸
財
団
が
そ
の
前
身
組
織
で
あ
っ
た
後
援
会
か
ら
継
承
し
た
資
産
で
あ
っ
た
野
球
場
の
売
却
代
金

二
七
億
九
〇
〇
〇
万
円
に
近
い
。

　

大
幸
財
団
の
公
益
事
業
の
原
資
は
保
有
資
産
の
運
用
利
金
で
あ
る
。
大
幸
財
団
は
こ
の
四
十
年
間
、
初
期
の
保
有
資
産
に
ほ
ぼ
匹
敵

す
る
助
成
金
給
付
を
実
施
し
な
が
ら
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
の
現
有
資
産
は
出
発
時
の
お
よ
そ
一
・
七
倍
と
な
っ
て
い
る
。



71

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、こ
の
四
十
年
間
の
大
幸
財
団
の
公
益
事
業
は
ほ
ぼ
順
調
な
実
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
大
幸
財
団
で
は
資
産
運
用
に
か
か
わ
る
周
到
な
調
査
研
究
と
慎
重
な
資
産
運
用
が
実
行
さ
れ
て
い
る
証
左
で
あ
ろ
う
。
今
後
更

に
将
来
に
向
け
て
こ
の
四
十
年
の
実
績
を
基
礎
と
し
て
助
成
金
給
付
事
業
を
中
心
と
す
る
公
益
事
業
の
発
展
を
期
し
た
い
。

　

本
稿
の
作
成
は
、
大
幸
財
団
泉
有
亮
常
務
理
事
（
故
人
）、
事
務
職
員
の
宮
﨑
洋
介
（
事
務
局
長
）、
渡
辺
順
代
（
事
務
局
次
長
）、

水
野
紀
子
、
上
野
晴
香
の
各
氏
の
協
力
の
下
に
行
わ
れ
た
。
特
に
助
成
事
業
と
資
産
に
つ
い
て
の
図
表
は
事
務
局
員
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
方
々
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

注

（
1
）『
大
幸
財
団
設
立
二
〇
周
年
記
念
誌
』（
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
頁
。

（
2
）『
二
〇
〇
〇
年
度
奨
学
金
・
研
究
助
成
金
贈
呈
式
及
び
設
立
二
〇
周
年
記
念
講
演
会
』（
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
―
二
頁
。

（
3
）
岩
井
宏
實
『
昭
和
・
平
成
世
相
史
』（
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
二
〇
〇
六
年
）
一
―
三
頁
。

（
4
）
加
藤
延
夫
『「
微
生
物
」
対
「
人
間
」
―
恩
恵
と
脅
威
』（
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
二
〇
〇
八
年
）
一
―
二
頁
。

（
5
）
塩
澤
君
夫
『
日
本
史
の
中
の
愛
知
―
経
済
史
の
視
点
か
ら
―
』（
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
二
〇
〇
九
年
）
二
―
三
頁
。

（
6
）
飯
田
喜
四
郎
『
近
代
建
築
と
博
物
館
明
治
村
』（
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
二
〇
一
〇
年
）
二
―
三
頁
。

（
7
）
益
川
敏
英
『
現
代
社
会
と
科
学
』（
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
二
〇
一
一
年
）
二
―
三
頁
。

（
8
）
原
朗
『
近
代
日
本
と
戦
争
―
「
坂
の
上
の
雲
」
と
歴
史
上
の
事
実
―
』（
公
益
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
二
〇
一
二
年
）
二
―
三
頁
。

（
9
）
中
島
泉
『「
ゲ
ノ
ム
」
と
「
心
」
の
つ
く
り
か
ら
見
た
人
間
の
ル
ー
ツ
』（
公
益
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
二
〇
一
三
年
）
二
―
三
頁
。

（
10
）
加
藤
幸
兵
衛
『
甦
る
ラ
ス
タ
ー
彩
―
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
焼
物
文
化
―
』（
公
益
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
二
〇
一
四
年
）
二
―
三
頁
。

（
11
）
加
藤
延
夫
『
ウ
イ
ル
ス
病
の
脅
威
―
エ
ボ
ラ
を
中
心
と
し
て
―
』（
公
益
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
二
〇
一
五
年
）
二
―
三
頁
。
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（
12
）
愛
知
教
育
大
学
史
編
集
委
員
会
編
『
愛
知
教
育
大
学
史
』（
一
九
七
五
年
三
月
二
十
日
）
一
〇
五
―
八
五
五
頁
。

（
13
）
愛
知
教
育
大
学
名
古
屋
分
校
回
顧
録
編
集
委
員
会
編
『
愛
知
教
育
大
学
名
古
屋
分
校
回
顧
録
』（
一
九
七
〇
年
三
月
三
十
一
日
）
一
―
二
五
頁
。

（
14
）
愛
知
教
育
大
学
附
属
名
古
屋
小
学
校
開
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
愛
知
教
育
大
学
附
属
名
古
屋
小
学
校
開
学
百
年
史
』（
一
九
七
四
年
十
一
月
三
日
）

一
七
六
―
一
七
八
頁
。

（
15
）『
創
立
九
十
周
年
二
〇
一
五
年
度
愛
知
教
育
大
学
附
属
幼
稚
園
概
要
』（
愛
知
教
育
大
学
附
属
幼
稚
園
）。

（
16
）
名
古
屋
教
育
史
編
集
委
員
会
編
『
名
古
屋
教
育
史
Ⅰ
、
近
代
教
育
の
成
立
と
展
開
』（
二
〇
一
三
年
三
月
四
日
）
一
七
九
―
一
八
八
頁
、
三
四
七
―

三
四
九
頁
。

（
17
）
名
古
屋
教
育
史
編
集
委
員
会
編
『
名
古
屋
教
育
史
Ⅱ
、教
育
の
拡
充
と
変
容
（
大
正
後
期
～
戦
時
期
』（
二
〇
一
四
年
三
月
三
日
）
四
七
一
―
四
七
五
頁
。

（
18
）『
大
幸
財
団
三
十
五
年
史
』（
公
益
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
二
〇
一
九
年
九
月
）。

（
19
）
中
西
久
枝
『
イ
ス
ラ
ム
と
現
代
世
界
―
平
和
と
共
生
へ
の
視
点
―
』（
公
益
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
二
〇
一
六
年
）。

（
20
）
三
宅
養
三
『
日
本
の
医
道
と
眼
科
学
』（
公
益
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
二
〇
一
七
年
）。

（
21
）
田
嶋
毓
堂
『
人
生
を
終
え
る
に
当
た
っ
て
―
死
に
向
き
合
う
私
の
心
得
―
』（
公
益
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
二
〇
一
八
年
）。

（
22
）
荒
川
宜
親
『
悪
夢
の
細
菌
―
多
剤
耐
性
菌
の
克
服
に
向
け
た
国
内
外
で
の
取
り
組
み
』（
公
益
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
二
〇
一
九
年
）。

（
23
）
大
幸
財
団
編
集
委
員
会
編
『
生
涯
教
育
方
法
論
』（
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
一
九
八
六
年
十
月
）。

（
24
）
大
幸
財
団
編
集
委
員
会
編
『
生
涯
教
育
実
践
論
』（
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
一
九
九
一
年
十
二
月
）。

（
25
）『
第
五
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
生
涯
学
習
ロ
ン
グ
弁
論
大
会
』（
財
団
法
人
大
幸
財
団
、
一
九
九
三
年
十
一
月
。

（
か
と
う
・
の
ぶ
お　

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
、
公
益
財
団
法
人
大
幸
財
団
理
事
長
、
元
名
古
屋
大
学
総
長
）


